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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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劣等眼の転生魔術師２

～虐げられた元勇者は未来の世界を余裕で生き抜く～


柑橘ゆすら









プロローグ　旅立ち







　アースリア魔術学園の入学式を翌日に控えた日のこと。

　俺ことアベルは、窓辺にある椅い子すに腰かけて、外の景色を眺めていた。




「アベル様。準備は整いましたでしょうか？」




　不意に背後から声をかけられる。

　スラリとした体つきが特徴的な銀髪の美女の名はリリスである。

　色々と事情があって俺は、二〇〇年前に命を救った『魔王の娘』であるリリスと同居生活を送るようになっていた。




「ああ。問題ない。荷物は既にまとめてある」




　現在、俺たちが何をしているのかというと引越しの準備である。

　アースリア魔術学園は、全寮制の学園だ。

　この辺境の地からは距離があり過ぎる為、学園に通うためには生活の拠点を王都ミッドガルドに移す必要があった。




「……名残なごり惜しいですか？」




　リリスに問われた俺は、返事の代わりに無言のまま窓の外の景色を眺めた。

　二階から見える景色は、この時代に来た時から何も変わらない。

　あの稜りよう線せんも、森の木々たちすら変わってないように思える。

　この土地は、取り立てて何も語ることのない平凡な土地だ。

　だが、この場所に二年以上も暮らすと、さすがに愛着が湧いてくるというものだ。




「夏季休暇の時期にまた戻ってくることになりますよ」




　リリスが優しい笑顔を見せた。

　俺は何も返答せず、窓の鍵かぎを掛け、カーテンを閉めた。戸締まりも、これで最後だ。




「おーい！　師し匠しよう！」




　どっがーん、と快音が響き、扉が開けられる。

　入ってきたのは、俺より少し背が低いべっこう飴あめが焦げたような金髪を持つ少年、テッドである。

　俺はこの二年間、様々なことをコイツに教えたが、扉を静かに開ける方法だけは終ついぞ身に付かなかったようである。




「早く行きましょうよー。馬車が行っちまうッスー！」




　相変わらず騒がしい奴だ。

　テッドは兎うさぎのようにぴょんぴょんと飛び跳ねて急せかしてくる。




「というか、お前。どうしたんだよ。その荷物」




　俺はテッドが両手に携たずさえた紙袋を指さした。

　何を詰めたのか、テッドが手にした四つの紙袋は、風船のように膨ふくれ上がっている。




「へへーん！　よくぞ聞いてくれました！」




　テッドは紙袋を床の上に置いて、中に入っているものをゴソゴソと取り出した。




「これはランゴバルト領名物！　『雪玉まんじゅう』ッスよ！」

「…………」




　いや、知らんがな。

　二年以上もこの土地で暮らしていた俺ですら一度も聞いたことない。

　果たして、そんなものを『地元の名物』などと呼んで良いのだろうか。




「お前……。学園で商売でも始めるつもりなのか？」

「違いますよ！　これは学園でできた友達に配るんです！」

「凄すごい数ですね。これだけの量を配るのは大変ではないでしょうか」

「心配ないッスよ。リリスさん！　なんと言ってもオレ、学校で友達一〇〇人作るつもりでいますからね！」




　ニカッと歯を見せて無邪気に笑うテッド。

　一〇〇人の友達か。

　俺にとってはおよそ興味のないものだな。

　俺はただ、誰に注目されることもなく、目立たず、平穏に学園を卒業できればそれでいい。




「ほら、師匠、行きますよー！」

「アベル様。お荷物をお持ちいたします」




　二人に声をかけられた俺は腰を上げ、椅子から立ち上がる。

　馬が嘶いななき、馬車が行く。

　暫しばらく進むと、俺たちが長年住んできた家が随ずい分ぶんと小さく見えた。




　こうして、俺たちはランゴバルト領を出る。




　馬車の窓から景色を覗のぞくと、長らく積もっていた雪は溶け、大地の上に新しい命を芽め吹ぶかせていた。







第一話　新しい生活







　本を一冊読み終えた頃、外から入ってくる風の匂においが変わっていた。

　ふむ。どうやら王都ミッドガルドは、目と鼻の先にまで迫っているようだな。

　規則正しく整備された町並みを横目に、馬車は進んでいく。




　そして、見えてきたのはあの城のような学園だ。




　銀竜の門が開き、馬車が敷地へと入っていく。

　学園の門を潜るのは、入学試験以来、これで二度目か。

　馬車はそのまま、城の裏手に停車する。




「着きました。あちらの建物が学生寮となっております」




　リリスが馬車から降りてすぐに指さした先には、石造りの長い建物がある。

　赤あか煉れん瓦がで造られたこの五つの建物は、それぞれが貴族の屋敷を遥はるかに凌しのぐだろう敷地面積を誇っていた。




「大きいな」

「そうですね。学生全員がこの建物を使っていますから。一部の部屋は研究室としても使われているみたいですし、売店なんかも入っているそうです」




　おそらく建物が五つに分かれているのは、学年ごとに居住場所を分けているからなのだろう。

　聞くところによると、アースリア魔術学園は一年～五年の五学年制を導入しているらしい。




「アベル様、ワタシは一度ここで別行動をさせていただきますね。一応、新米教師なので挨あい拶さつ回りと授業計画の提出をしなくてはいけないらしいので」

「そうか。了解した」

「はい。では、また後ほど」




　リリスを見送ってから、さて、と俺は一息つく。

　俺は馬車の中で『音を立てず』に寝こけているテッドの方に視線を移す。

　厳密には、コイツのイビキがうるさかったので、音を消しておいたのだ。




「ぐががががあああっ」




　やれやれ。

　消音魔術を解除すると、音が割れんばかりのイビキが聞こえてきた。




「火炎玉ファイアーボール」




　空中にこぶし程度の炎玉を作る。

　火傷やけどしない程度にまで威力を落としてやったのは、俺にできる精一杯の優しさだ。

　俺は目覚ましのために作った火属性魔術をテッドの顔面に落とす。




「熱ァァァあああああああああ!?」

「テッド。着いたぞ」

「え、ええ！　今、なんか顔にっ」




　テッドは未だに訳が分からないといった表情を浮かべている。

　火属性魔術を応用した目覚ましの方法は、二〇〇年前の時代には割と一般的に使われていたのだが、今となってはすっかり認知度が下がっていたようである。




「夢だ。夢。ほら行くぞ」

「な、なんだ、夢っスか……。なんか酷ひどい夢を見ていた気がするッス」




　テッドは慌てて馬車から荷物を下ろして、俺の後に続く。

　学生寮の入り口の妖精が描かれた扉をくぐると、妙な魔力の反応があった。

　侵入者対策か何かか。

　ふむ。直接的な害はなさそうだ。

　扉を開くと、受付カウンターに白衣をキッチリと着こなした女性がいた。




「新入生だな。ちょっといいかな」




　なるほど。思い出した。

　この教師はたしか、受験生たちに防御魔術を施ほどこしていた魔術師だな。




「私の名前はフェディーア。この一年生棟の責任者だ」




　ふむ。このフェディーアという教師、魔術師としての実力は程度が知れているが、なかなかにストイックな性格をしているようだ。

　鍛え抜かれたフェディーアの肉体は、一いつ朝ちよう一いつ夕せきで身に付くものではない。

　おそらく日常的にトレーニングを積んでいるのだろう。

　だからというわけでもないのだが、この女教師に対しては一定の敬意を払っておくことにしよう。




「まずはキミたちに学園指定の衣類を配っておこう」
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　フェディーアはそう言って、俺たちに衣類の入った透明の袋を手渡した。

　どうやら袋の中に入れられているのは、学園指定の制服のようである。




「原則として寮の中での服装は自由だ。だが、寮から一歩でも外に出る場合は絶対に制服を着用するように」




　その後もフェディーアは、俺たちに学園のルールを説といていた。

　だがしかし。

　俺にとってのもっぱらの興味は、細々とした学園のルールよりも目の前の制服にあった。




「この制服……。刻印エンチヤントが入っているのですね」

「ああ。その通り。よく分かったな。《耐魔》、《耐汚》の刻印が施されているはずだ」




　詳しい説明は省はぶくが、刻印魔術は黒眼の魔術師の得意領域だ。

　簡単に言えば、物体の性質を向上させることができる。

　灰眼の魔術師が生物を『強化』『変化』させるプロフェッショナルだとしたら、黒眼の魔術師はその物質版ということになる。




「失礼ですが、刻印はどなたが？」

「たしか、学園指定の業者に任せているはずだが……。我が校の制服に何か不満でも？」

「いいえ。特にそういう訳ではありませんが……」




　当然、噓だ。不満ならある。

　専門外のフェディーアに言っても仕方ないことなので黙っていたが、この制服、使われている素材こそ一級品であるが、施されている刻印がド三流もいいところである。

　どうやら二〇〇年後の魔術が衰退したこの世界では、付与魔術のレベルまで落ちているようだ。

　はあ。せっかくの良質な素材を台無しにしやがって。

　これは後で刻印をかけ直しておかないとな。




「さて、キミたち一年の部屋は二階だ。フロントで鍵かぎを受け取ったら、明日の入学式まで各おの々おの、自由に過ごすと良い。ちなみに、私のお勧めは地下に設立されたトレーニングジムだ」




　なるほど。

　フェディーアの肉体が一流の魔術師たちと比べても遜そん色しよくがなかったのは、どちらかというと趣味的なものが大きかったのだろうな。

　俺のいた二〇〇年前の世界でもそうだった。

　常に己の体と向き合う灰眼の魔術師は、『筋力トレーニング』にハマる人種が多いのである。




「いや～。なんというか厳しそうな人でしたね～。美人ではあると思うんスけど。異性からは、あまりモテないタイプだと思うッス」




　フェディーアの後ろ姿を横目で見ながら、テッドはそんなことを呟つぶやいた。

　おい。テッド。

　お前、そういうことは本人が完全に立ち去るまで言わない方が良いと思うぞ。

　今一瞬、フェディーアの足取りがピタリと止まったような気がする。

　本人にとってテッドの指摘は、図星だったのかもしれないな。




　～～～～～～～～～～～～




　一年生棟二階の二三八号室。

　扉の前に『二三八』という表札がぶら下がっている角部屋が俺の部屋だった。




「うおおっ。なんか師し匠しようの部屋、オレのよりも広くないッスか？」

「んん？　そうなのか？」

「はい。やっぱり角部屋だからですかね。きっと師匠は成績優良だから、優遇されているんスよ！」




　などとテッドは言っているのだが、やはり住み慣れた元の家と比べると幾分スケールダウンしている感は否いなめない。

　まあ、与えられたものに対して文句を言っても仕方ないし、自分にできることからやっていくか。




「師匠ー。何をやっているんスか？」

「んん？　何って……見て分からないのか。刻印だよ」




　透明の袋の中から制服を取り出した俺は、指先に魔力を集中させて生地の感覚を確かめていた。




「あのー。刻印ってなんのことスか？」

「……お前、それでよく入学試験に受かったな」




　まあ、テッドの前で黒眼系統の魔術を使うのは初めてのような気がするから、仕方がないのか。

　それにしたってお前は、そろそろ自分の得意系統以外の魔術にも目を向けるべきだと思うが。




「確認するが、各々の眼の特性は知っているよな？」

「そりゃもちろんッスよ！　灼しやく眼がんは炎！　碧へき眼がんは水！　翠すい眼がんは風！　灰眼は補助！　黒眼が、作る？」

「生産な。主に道具の効果を向上させたり、衣服に魔術を施しておく。なんて使い方ができる。そして、刻印は、黒眼系統の魔術の中でも、最も応用が利きく重要な魔術だ」

「そうなんスか！」




　物体に刻印を施す技術は、総称して『付与魔術』と呼ばれている。

　直接的な戦闘能力こそ持たないものの、優秀な付与魔術師は慢性的に供給不足の存在であり、パーティーを支える『裏方』として欠かせない存在だった。




「刻印には物体の性質を向上させたり、変化させたりする効果がある。たとえば、剣に刻印すれば切れ味が鋭くなったり、盾に刻印すれば耐久性が上がったりするわけだ」




　無論、全ての魔術適正を持った《琥こ珀はく眼がん》の俺は、付与魔術師としても相応の腕もある。

　二〇〇年前の時代には、俺に刻印を施してもらいたい者の予約で、五〇年待ちにもなった。

　まあ、その辺りのことは俺が転生して二〇〇年後の世界に来てからは有う耶や無む耶やになってしまったわけだが。

　今にして思うと予約者たちには、悪いことをしてしまったな。




「話についてきてないな」

「え!?　いや、真ま面じ目めに聞いていますよ！　理解ができないだけッス！」




　ふう。テッドには少し難しい話だったか。

　コイツに理解してもらおうと考えた場合、理屈で説明するよりも実際に見せた方が早いだろう。




「テッド。お前の制服もやってやろうか？　刻印。かけ直してやるよ」

「ええええ！　いいんスか!?」

「ああ。今日だけは特別だ」




　無論、俺は完全な善意で他人に刻印を施してやるほどお人好しではない。

　刻印というものは、精せい緻ちなものほど取り消すのに時間がかかるという欠点があるのだ。

　昔から付与魔術の世界には『刻印三倍算』という言葉がある。

　これは、刻印というものは、施すよりも消す方が、三倍難しく、三倍時間がかかるということを表したものの喩たとえである。

　つまり、テッドには悪いが、俺の制服に刻印を入れる前に練習台が欲しかったのだ。




　～～～～～～～～～～～～




　それから三〇分後。

　ふう。どうやら俺の心配は杞き憂ゆうに終わったようだな。

　もともとの素材が良かったからか、思っていたよりも素早く正確に刻印を施すことができた。




「これで良し。着てみろ。テッド」




　この服に使われているのは、昔から魔術攻撃に耐性があると有名なグリフォンの翼を糸状にした物だ。

　かつては大量生産が効かずに一部の貴族のみが使用していた『グリフォンの翼』であるが、現代の技術を以もつてすれば、安価に作ることができるのだろう。




「おおー！　なんか、こう、良い感じッス！　体が一気に軽くなった、みたいな！」




　そうか。それは何よりだ。

　無論、テッドの制服に施した刻印は、この学園のレベルを考え相応にレベルを落としてある。

　あまり本格的な刻印を施してしまうと悪目立ちしてしまいそうだしな。




「じゃあ、さっそく自分はこれを着て、まんじゅう外交に行ってきますね」

「まんじゅう外交？　なんだそれは」

「これっスよ。これ」




　そう言ってテッドが取り出したのは、ランゴバルト領名物（？）の『雪玉まんじゅう』だった。




「ご近所さんに配ってくるッスよ。これで友達一〇〇人を目指すの間違いないッスー！」




　それだけ言い残すとテッドは、どっがーん、と扉を開けて、俺の部屋を後にする。

　やれやれ。相変わらずに騒がしいやつだな。

　友達一〇〇人か。

　突拍子のない目標にも聞こえるが、良くも悪くも何も考えていないテッドであれば、案外達成できてしまうかもしれないな。

　少なくとも、この時の俺はまだ、この学園の置かれた悲ひ惨さんな現状を知らずに、そんなことを考えていたのだった。




　～～～～～～～～～～～～




　それから。

　無事に自分の分の刻印作業を終わらせた俺は部屋の中で一息を吐いていた。

　久しぶりに付与魔術を使ったせいか、ドッと体に疲れが溜まっている。

　刻印を付与する作業は、地味に通常の魔術よりも集中力を必要としているのだ。

　よし。寝よう。

　どうせ明日の始業式まですることがなさそうだしな。

　日当たりの良い南向きのこの部屋は、昼寝をするには都合が良さそうだ。

　俺がクローゼットの中から枕を取り出した直後だった。




「ふざけるな！　お前、何ど処こまでオレたちのことを侮ぶ辱じよくすれば気が済むんだ！」




　突如として廊ろう下かの方から何者かの罵ば声せいが聞こえてきた。

　誰だ？　人の睡眠を邪魔する奴は？

　無視して眠りにつくことも考えたが、男たちの口汚い言葉は一向に収まる気配がない。

　何事かと思って廊下に出ると、見知った顔がそこにあった。




「ぶ、侮辱って……酷ひどい言い草ッス！　自分はただ、友達が欲しくて……」




　んん？　テッドのやつ、一体何をやっているんだ？

　両手一杯に『雪玉まんじゅう』の入った紙袋を抱えたテッドは、あからさまに困惑しているようだった。

　何が起こっているのか事情は呑のみ込めないが、一つだけ確かなことがある。

　テッドの『まんじゅう外交』は見事に失敗したらしいな。




「はぁぁぁ？　寝言は寝て言え、田舎いなか貴族！」

「誰がお前みたいなドブ臭くさいやつと『友達』になるって？　ああん!?」




　テッドに罵声を浴びせているのは、おそらく俺たちと同級生の男子生徒四人である。




「汚らわしいポイズンパーチの分際で！　オレらと同じ制服着ているんじゃねぇよ！」




　んん？　こいつらは何を言っているんだ？

　以前に本で読んだことがある。

　ポイズンパーチとは、主に都心の河川部で爆発的に増えている外来種の淡水魚のことである。

　もともとは食用として輸入された魚だったらしいが、一部の無知な人間が生きた個体を放流してしまったそうだ。

　ポイズンパーチの厄やつ介かいな所は、旺おう盛せいな食欲と繁はん殖しよく力りよくだ。

　この魚はどんなものでも食べる。水生昆虫、小魚、貝に海藻、更には他の種の卵や稚ち魚ぎよを食い漁あさる。

　その為、この国の川の生態系は大きく乱れ、ここ最近、ちょっとした社会問題として取り上げられていたようである。




「と、とにかく一つ食べてみて欲しいッス。自分の故郷の、自慢の味で……」

「黙れ！　臭いんだよ！　外来種ポイズンパーチがっ！」




　男の一人が手を払う。

　バランスを崩したテッドは、両手に抱えた紙袋を手放して、床の上にドシリと尻しり餅もちをついた。




「こんなゴミ！　口に入れられねえ、よっと！」




　次に男の取った行動は、俺を啞あ然ぜんとさせるものであった。

　何を思ったのか、男は食物の入った紙袋を蹴けり飛ばしたのである。

　紙袋の中からまんじゅうが飛び出して、コロコロと廊下の上を転がっていく。

　やれやれ。酷いことをする。

　この時代の子供は両親から、『食べ物を粗そ末まつにするな』と教わってこなかったのだろうか。




「うわあああ！　じ、自分のまんじゅうがー！」




　廊下にゴロゴロ転がったまんじゅうを目にしてテッドは頭を抱えていた。

　せっかく用意したまんじゅうが無駄になったのが、よほど悲しかったのか、パニックになっているようだ。

　さすがに止めに入るべきか。

　俺がテッドに助け舟を出すべきかどうか考えていた時であった。




「そんなに言うなら一つ貰もらおうかしら」




　まんじゅうが転がって行った先に見覚えのある茜あかね髪の少女がいた。

　彼女の名前はエリザ。

　入学試験以来、俺とは何かと因いん縁ねん深い関係にあった。

　久しぶりに再会したエリザは学園指定の制服、プリーツスカートを見事に穿はきこなしていた。

　エリザは転がってきた雪玉まんじゅうを拾い上げて、啄ついばむようにして小さな口の中に入れる。




「ううーん。まずまず、七〇点ってところかしら。不ま味ずくはないのだけど、もう少し地元ならではの特色っていうのが欲しいところね」




　ふう。暫しばらく会っていなかったが、相変わらずみたいだな。

　このエリザとかいう女、見てくれだけは非の打ちどころがないのだが、口の悪さが玉に瑕きずである。




「ゲエエエエエ!?　この女、床に落ちたもんを食いやがったぞ!?」

「信じられねえ。品がないにも程があるぞ！　これだから外来種は嫌なんだよ！」




　エリザの突拍子もない行動を目にした男たちは、ギャーギャーと騒ぎ始める。

　さて。果たして本当に品がないのはどちらかな。

　おそらくエリザが地面に落ちた食物を口にしたのは、彼女なりにテッドのことを励はげます意図があったのだろう。

　仕方がない。

　本当は面倒事に巻き込まれるのは避けたかったのだが、これ以上、放置すると余計に面倒な結果になりかねない。

　特にテッドはともかく、短気なエリザは何をしでかすか分かったものではないからな。




「二人とも。その辺にしておけ」

「はぁぁん？　なんだ、お前？」




　仲ちゆう裁さいのために前に出ると、男たちは一斉にこちらに対して視線を向ける。

　しかし、その直後。

　俺と視線がぶつかるなり男の一人が口元を緩ゆるめて噴き出した。




「なぁなぁ。というか、見ろよ！　コイツの目！」

「ギャハハハ！　これマジ？　今年の外部生には、魔術の使えない劣等眼がいたのかよ！」




　そうか。

　以前にリリスが言っていたような気がする。

　このアースリア魔術学園には、『準備校』から上がってきた『内部生』と、俺のように外部から受験をして入ってきた『外部生』の二種類が存在しているらしい。

　なるほど。先程の話と繫つながった。

　この男たちの言っている『ポイズンパーチ』とは、俺たち『外部生』を指しての蔑べつ称しようだったのだろう。




「おい！　コラ！　何とか言ったらどうだよ。出で来き損そこないの劣等眼が……」

「師し匠しようのことを悪く言うなあああぁぁぁ！」




　ぬおっ。おいおい。テッド。

　せっかく俺が場を収めてやろうと考えていたのになんてことをするんだよ。

　テッドはその小さな体を目一杯使って、内部生の一人に頭突きを食らわせにかかる。




「グハッ！」




　あちゃ～。これは取り返しのつかない事態になったぞ。

　魔術の才能こそないものの、テッドの身体能力は俺が『それなり』だと認める程度にはある。

　テッドの頭突きを食らった内部生は、完全に伸びているようだった。




「クソっ！　やっちまえ！」




　迂う闊かつなテッドの行動が引き金になった。

　内部生たちは大きく拳こぶしを振り上げて、テッドに向かって飛び掛かる。

　異変が起きたのはその直後だった。




「うぎゃっ」「へぼっ」「ぬがっ」




　俺がテッドの制服に対して施ほどこした《刻印》が発動したのだろう。

　テッドの制服に触れた内部生たちは、次々に吹っ飛んでいく。




「ヤ、ヤバイぞ！　こいつっ！」

「おいおい。一体何がどうなってやがる！」




　いや。テッドじゃないんだがな。

　こいつらがバカスカ吹っ飛んでいるのは、俺がテッドの制服に施した《刻印》の影響である。

　断言するが、テッドの制服に施した刻印は至って平凡なものである。

　極めて簡素な《物理反射》の刻印を施しておいただけなのだが、もともとのレベルが低い内部生たちには効果てきめんだったらしい。




「クソッ！　一旦撤てつ収しゆうだ！」




　なんとも分かりやすい捨て台詞ぜりふだ。

　訳も分からないままにダメージを受けた内部生たちは、俺たちの元を離れていく。

　しかし、驚いたな。

　まさかこの学園に通う生徒のレベルが、俺の施した簡易的な《刻印》一つに負けるレベルだとは思いもよらなかった。

　なんてことだ。

　あまりのレベルの低さに恐怖心すら芽め生ばえてきたぞ。




「し、師匠！　何もしていないのに相手が吹っ飛んだんッスけど！　オレ、凄すごくないスか!?　まさかオレの内なる力がついに目覚めたんスか!?」




　目覚めてない。

　お前も込み込みで低レベルにも程がある。




「ちょっと！　ドングリ！　その制服、一体何なのよ!?」




　この場にいた人間の中で、刻印の効果に気付くことができたのは、せいぜいエリザくらいか。

　それにしてもドングリっていうのはテッドの呼び名か？

　たしかにズングリと丸みを帯びた体形のテッドは、どことなくドングリを彷ほう彿ふつとさせるものがあるが、その呼び方はポイズンパーチとレベルが変わらない気がするぞ。




「え？　自分の制服がどうかしたんスか!?」

「信じられない。こんな精せい緻ちな刻印を見るのは初めてだわ……！」

「そんなに凄いんスか、これ？」

「凄いなんてもんじゃないわよ！　施された刻印の数が普通じゃない……！　一体どこの付与魔術師に依頼したの!?」




　さすがは火の勇者、マリアの子孫といったところか。

　どうやらエリザは黒眼系統の魔術にも精通しているらしい。

　しかし、参ったな。

　俺が刻印したことが知られれば、何かと面倒なことになりそうな気がする。

　仕方がない。

　入学早々、あまり悪目立ちをしたくはないし、ここは可能な限り情報は伏せておくべきだろう。

　俺はテッドに向かって『俺が付与したことは黙っていろ』と、アイコンタクトを送る。

　テッドは俺の合図に気付いたのか、軽く首を縦に振っていた。




「もちろんそれは師匠ッスよ！　どうやら師匠は付与魔術の腕前に関しても一流で……」

「行くぞ。このバカ」

「モガァ……モガァ……！」




　ふう。テッドに空気を読むことを期待した俺がバカだった。

　しかし、付与魔術に関しては俺も反省すべきところがある。

　学生向けにかなりレベルを落としたと思っていたのだが、結果的に注目を浴びることになってしまったな。

　俺にとっての『普通』は、この世界にとっての『普通ではない』のである。改めて頭に叩き込んでおこう。

　これから先、平穏な学園生活を送るためには、周囲のレベルに合わせて行動していくことが大切だろう。




「アベル……。本当に貴方あなたは一体……何者なのよ……？」




　踵きびすを返して撤収すると、背後からエリザの声が聞こえたような気がした。







第二話　エマーソンの評判







　それから。

　ついにやってきた入学式。

　学生寮を出た俺たちは、早足で入学式の会場である大講堂に向かっていた。




「はあ。なんとか遅刻は免れたみたいだが、俺たちが最後みたいだな」

「ううう。も、申し訳ないッス！　自分、枕が変わると途端に寝つきが悪くなる性分なんスよね」

「まさかお前にそんなデリケートな一面があるとはな……」




　そういえば忘れがちだが、テッドのやつも一応貴族だったんだよな。

　とにかくまあ、時間通りに会場に到着することができたので良しとしておこう。

　目の前にある深茶色の木製の扉は、よく見れば細やかな彫刻された芸術品のようであった。

　さすがは国内トップクラスの魔術学園と謳うたわれているだけのことはある。

　学生の質はともかく、この学園、やたらと金だけはかかっているようだな。




「どうしたんスか。師し匠しよう？」




　ふむ。この扉、何か魔術構文が組み込まれているな。

　解かい析せきを終える。

　なるほど。まさに新入生歓迎、というやつか。

　だが、このシステムでは、俺が扉に触れたら随ずい分ぶんと目立ってしまうことになりそうだな。

　かといってテッドに扉を開けさせることになると、せっかくの『仕掛け』が見られないか。それはそれで勿もつ体たいない気もする。




「テッド。俺が扉を開けるから、お前が前を歩け」

「えっ。どういうことッスか？」

「理由はまあ、扉を開けたらすぐに分かるはずだ」




　俺は半ば強引にテッドを説得すると扉を開いて、テッドに先頭を歩かせる。




　カタカタ。

　カタカタ。カタカタ。




　不意に歯車が回るような音が鳴る。

　ふむ。

　誰が考えたのかは知らないが、なかなか悪くないセンスだ。

　俺たちが扉を開けた瞬間、通路に置かれていた人形たちが動き始める。

　さながらそれは、妖精たちのワルツでも見ているかのようであった。




「な、なんッスかこれ!?」

「なんてことはない。簡単な付与魔術だ」




　これは昔からある魔術だ。

　扉を開ける者の魔力に呼応して、仕掛けが動き出すように付与魔術が掛けられているのだ。

　俺たちの方を見て、講堂の中にいる生徒たちが少しざわついている。

　それもそのはず。

　俺たちがこれから通るだろう通路には、至る所に花が咲いている。

　更に、音楽も鳴る仕掛けだったようで、だだっ広い講堂一杯に行進曲マーチのような軽快なメロディが流れているのだ。

　力ある魔術師の入学を歓迎する。そんな少しばかり粋いきな仕掛けのようだ。




「スゲエ、あの金髪！　『鳴らし扉』の彫刻、全部を動かしやがった！」

「しかも騎士の行進曲まで流れるって！　何十年ぶりの逸材だよ!?」




　ほう。鳴らし扉という名前なのか。

　この仕掛けを知っている内部からの進学組と、教師たちがざわついてテッドを見ている。

　肝かん心じんのテッドのやつは、未だに『何が何だか分からない』といった感じの呆ほうけた表情を浮かべていた。

　まあ、本人が気づかないのであれば、あえて教えないというのも優しさなのかもしれないな。




「ふぉふぉふぉ。今年は騎士の行進曲を聞くことができたのか。実に二〇年ぶりといったところかのう」




　不思議な笑い声を上げた老人の声に一同が静まる。

　壇だん上じように登ったのは、顎あごの下に白いヒゲを蓄たくわえた老人だった。




「初めましての人は初めましてじゃな。ワシが学長のミハイルである。新入生の諸君、まずは入学おめでとう」




　学長がそう言うと教師陣から拍手が起こる。

　ふうむ。よくよく見ると結構な生徒数がいるんだな。

　一つの学年につき二〇〇人くらいか。

　大講堂に集まった学園関係者の数は、優に一〇〇〇人を下らないだろう。




「師匠！　知っていましたか！　ウチの学園長は、かつて魔王を倒した『風の勇者ロイ』の子孫らしいッスよ」




　声を殺しながらもテッドが耳打ちしてきた。




「んん？　そうなのか？」




　誰かの口からロイの名前を聞いたのは久しぶりである。

　風の勇者ロイは二〇〇年前にパーティーを組んで魔王討とう伐ばつを果たした、俺にとっての弟分的な存在であった。




「その情報は何ど処こから仕入れたものなんだ？」

「え？　普通に学園のパンフレットに書いてありましたけど？」

「そうだったのか。知らなかった。全まつたく興味がなくてな」

「さ、さすがは師匠。相変わらずッスね……」




　それから。

　学園長のミハイルは俺たち新入生に向かって、何の面白味もない会話を繰り広げた。

　今年の魔術に使う薬草は豊作だの、春先にだけできる占いがあるだのと。

　おそらく本人も学生たちが自分の話を真ま面じ目めに聞いているとは思っていないだろう。

　ある意味、清々しい割り切り方だと言える。




「ゴホンッ。それでは年寄りの与よ太た話ばなしはこれくらいで切り上げることにしようかのう。リリスくん。前へ」




　壇上を照らす灯りに照らされたシルクのように艶つややかな銀髪。

　細い首筋は白く透き通り、華きや奢しやな四し肢し。

　更に、整った顔立ちと、その服の上からでも抜ばつ群ぐんのスタイル。

　男子学生がおおっと声を上げ色めき立つ。

　ふと、俺と目が合ったリリスはニコリと微笑ほほえんだ。

　やれやれ。公私混同の甚はなはだしい女だな。




「なぁ。今、あの人、オレの方を見て笑わなかったか!?」
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「バカを言うな！　あの人はオレを見ていたのに決まっている！」




　リリスの思わせぶりな行動によって、男子生徒たちのテンションは最高潮に達しているようであった。

　しかし、今日はやけに視線を感じる日だな。

　最初は、鳴らし扉をテッドと一緒に入ったことに原因があると考えていたが、ここで俺が感じている視線はそれとは別種のものである。

　おそらくこの視線、生物のものではないな。

　現代になってから現れた魔道具レガリアの一種か？

　何か、未知の技術によって見られているような気配である。

　今のところ差し迫った脅きよう威いは感じられないが、近いうちに探りを入れる必要がありそうだな。




　～～～～～～～～～～～～




　その後、学校内の立ち入り禁止区域やら禁則事項など細かい説明が終わり、入学式が終わった。

　生徒たちがワラワラと講堂を後にする。

　人混みを避けたいのもあり、俺は少しばかり遅れて列の後ろを歩いて、周囲を観察していた。

　通路に置かれていた妖精の彫刻に目をやる。

　ふうむ。

　何やらあの目の中から視線を感じるな。

　壊して中身を調べてみるという選択肢しもあったが、入学早々に目立つような真ま似ねは避けた方が良いだろう。

　動く床の廊ろう下かを渡り、螺ら旋せん階段を登り切る。

　城の中腹に当たる教室。そこがＡクラスの教室だ。




「なぁ。おい。聞いたか。昨夜のこと」

「知っている。マルスのやつ、外部生に頭突きを食らって、入学式から学校休んでいるらしいぜ」




　教室の中に入ると会話が止まり、ほぼ全員の視線が向けられる。

　俺は特に気にすることもなく、空いていた後部座席へと移動する。

　どうやら今日時点では座席は指定制ではなく、生徒が自分で自由に選べることができる形式らしい。




「な、なんというか。もの凄すごくアウェーな空気ッスね」

「そうか？　これくらい別に普通だと思うがな」




　でもまあ、テッドの場合、無理もないか。

　生まれた時から眼のことで迫害を受けている俺とは違って、テッドは他人から悪意を向けられることに慣れていないのだろう。

　これは後になって知った話であるが、アースリア魔術学園に在籍する生徒のうち八割は『準備校』なる育成機関から上がってきた内部生たちらしい。

　内部生たちの両親は、教育熱心で金銭的に余裕がある、上流貴族が多いことから、中には歪んだ選民思想が芽め生ばえる生徒も多いのだとか。

　それから暫しばらくすると、黒板側の扉が開く。

　教室の中に入ってきたのは、長身瘦そう軀くの若い男であった。

　んん？

　もしかしてこの男は、この時代の魔術師としては『それなり』な方なのではないだろうか？

　少なくとも転生後に出会った魔術師の中では、一番の使い手であるように見える。




「ねえ！　ウソ!?　もしかしてＡクラスの担任ってエマーソン先生なの!?」

「信じられねえ！　エマーソンっていうと、魔術結社クロノスの幹部候補じゃねぇか！」




　教室に入ってきた男を目まの当たりにして生徒たちがザワ付き始める。




「うわあああ！　エマーソンって、あのエマーソンなんスか!?」




　動どう揺ようしているのは内部生だけに留まらない。

　俺の隣に座っているテッドまでもが動揺を隠せずにいた。




「……有名なやつなのか？」

「もちろんッスよ！　エマーソンっていえば現代魔術の第一人者ッス！　この時代、最強とも噂うわさされている魔術師ッスよ！」




　最強。最強ねえ。

　たしかにこの時代の魔術師の中ではそれなりに出来る方だと思うが、果たしてそこまでのものだろうか。

　俺のいた二〇〇年前の時代には、このレベルの魔術師は掃はいて捨てるほどいたような気がする。




「噂によると、今年の入学試験の『魔術工学』の問題を作ったのは、エマーソン先生だったらしいッスよ。だからあんなに激ムズだったんスね」

「なるほど。そういうことだったのか」




　俺たちが受けた入学試験は『一般教養』『魔術言語』『魔術工学』の三種類であったが、その中でも『魔術工学』の試験だけは何故か他と比べて多少難易度が上がっていた。

　今にして思うと最後に出された『デポルニクスの最終定理』の問題は、おそらく俺以外の学生に解くのは不可能だっただろう。




「えー。皆さん。こんにちは。今日からこの一年Ａクラスで担任を務めることになったエマーソンです。以後、お見知りおきを」




　教きよう壇だんの上に立ったエマーソンは気の抜けた声で自己紹介をした。

　なるほど。

　とてもじゃないが、まともな大人には見えないな。

　頭の上には酷ひどい寝ね癖ぐせが残っているし、よれよれのシャツは無残にもズボンからはみ出している。

　だがしかし。

　優秀な魔術師というものは得てして、内面に致命的な欠陥を抱えていることが多かったりもする。

　だからというわけでもないが、エマーソンに対する評価は暫しばらく保留にしておくとしよう。




「あの、質問いいでしょうか？」

「うん。なんだい？」

「エマーソン先生はご自身の研究が忙しいので、滅めつ多たなことでは生徒たちに授業をしないと聞いたのですが。どうして急に担当のクラスを？」




　おいおい。この男、教師の癖くせに授業をしないのかよ。

　俺のいた時代には考えられないことだが、この時代においては普通だったりするのだろうか。




「そうだね。ボクは基本的に自分のことにしか興味がないから。教師という肩書を持っているのも、その方が国から研究費が下りやすいからであって、特にそれ以上の理由がないからね」

「で、では、一体どうして？」




　食い下がる女生徒に向かってエマーソンは言う。




「さあ。強しいて言うなら『確かめたいことがあった』からじゃないかな。それじゃあ、時間も押しているみたいだし朝のＨＲホームルームはこれで終わりにするよ」




　それだけ言うとエマーソンは教室を後にする。

　ふむ。あのエマーソンとかいう男は要注意だな。

　本人は上う手まく隠した気になっているようだが、逐ちく一いちこちらの様子を窺うかがっているのがバレバレだ。

　おそらく入学式の講堂で、ずっと俺に視線を向けていたのもエマーソンという男の仕し業わざだったのだろうな。







第三話　招かれざる客







　それから。

　何はともあれ、俺の学園生活は始まった。

　最初こそ慣れない学園生活というものに戸惑うことはあったが、要点を抑えればライフサイクルの形成は容易だった。

　朝昼は授業を受け、放課後は図書室に籠こもって読書。

　寮に戻ってシャワーを浴びて、また読書をし、眠りにつく。

　たまに時間を見つけては、人目を忍んでリリスと二人で雑談をしたりもした。

　充実はしている。

　だが、まあ、強しいて問題を上げるとすれば――。




「即すなわち、魔術構文の解かい析せき数値の変動式を表す為には、構築式、反応式、そして魔術適性外抵抗を計算することによって導き出すことが……」




　この授業である。

　随ずい分ぶんと抑よく揚ようのない、眠くなる声だな。

　団子鼻の教師は、俺たちの都合などおかまいなしに授業を進めている。

　具体的には黒板に書いたところをすぐに消し、次の公式を書きはじめる。

　クラスメイトはその速度に追いつこうと必死で、私語の一つもなく大慌てでノートを取っている。

　やれやれ。この時代の教師は、授業の教え方まで下へ手たくそになったか？

　たぶん、この教え方はあれだな。

　わざと早口で捲まくし立てて出来ない奴を振り落とそう、とでも考えているのだろう。

　当然、授業内容そのものもレベルが低い。

　いかにも御大層な文言が並んでいるが、この魔術構文は既存の短縮式を使えば何十工程も簡略化できる内容である。

　はあ。こんな授業を後五年も受け続けなければならないのか。

　これに関しては、今から憂ゆう鬱うつな気分である。




「さ、さすがは天下のアースリア魔術学園。授業のレベルが半はん端ぱなく高いッスね」




　テッドのやつはこう言っているが、俺にとって学園の授業の時間は限りなく無駄なものだった。

　あまりに退屈なので、最近だと授業の最中に魔術の研究を進めている。

　紙とペンがあれば魔術の研究はできるのだ。




「では、この問題をミスターアベル。黒板の前に出て解いてみなさい」




　唐とう突とつに教師から指示をされる。

　はて。今までこんなやり方の授業じゃなかったが。

　おそらくこの教師は俺がロクに授業を聞いていなかったことを知り、あえて指名してきたのだろう。

　見せしめのつもりか。実にくだらない。

　教師の考えも、この問題のレベルも。




「これでいいですか？」

「うっ。うぐっ。よ、よろしい。下がりなさい」




　提示した問題がアッサリ解かれることになった団子鼻の教師は、悔くやしそうに歯ぎしりをしていた。

　やれやれ。

　多少レベルを上げたところで、俺からしたら、こんな問題は赤子の手を捻ひねるよりも簡単なものである。

　自席に戻った俺は、続けて魔術の研究に取り掛かる。




「ねえねえ。アベルくんってさ。もしかしたら隠れ優良物件だったりするんじゃないの？」

「うん。最初は眼の色にビックリしたけど、クールで格好良いよね」




　んん？　何やら妙に視線を感じるな。

　勘弁してくれ。今、この研究の一番面白いところなのだ。




「チッ……。いけすかねぇな。あの外部生、それも劣等眼の分際で」

「全まつたくだ。ちょっとお勉強が出来るからって。良い気になりやがってよ」




　これは一体どういうことだろう。

　俺が問題を解いてからというもの一部の内部生たちは、益々と俺に対して憎悪の視線を向けるようになるのだった。




　～～～～～～～～～～～～




　アースリア魔術学園には、大小合わせて五つの図書館がある。

　その中でも大図書館の蔵書の数は尋じん常じようじゃなく多い。

　何と言っても国内トップクラスの歴史を持つ学園であり、学外の研究員も大図書館を使っているそうだ。

　その為、人の出入りも多い。

　さすがに図書室の中で喋しやべるやつはいないのだが、それでも、人の移動や本をめくる仕草は気になってしまうものだ。

　だから俺は大図書館で本を借り、人ひと気けの少ない小さな図書館に移動して放課後を過ごしている。

　その場所は西側にあった。

　チェスの駒こまのルークみたいな形をした建物の三階だ。

　ここは物静かな司書の先生が一人で管理しているだけであり、とても静かである。

　書物を開き、紙を広げ、筆を執とる。

　魔術の研究は主にここで行う。それが毎日の習慣だ。

　もちろん、図書室で研究せずに自室でやってもいい。

　だが、俺は毎日のこの時間、夕日の差した図書館の景色を眺めるのが好きだった。

　部屋の中で微かすかに漂う本の匂においは、気持ちを安らげるのに最適だ。

　学園に通い始めた頃こそ嫌気が差したが、こういう環境で生活できるのならば悪くない。

　不意に入口の扉が開いた。

　何気なく視線を移すと、見覚えのある少女がそこにいた。




「偶然ね。アベルもここで勉強していたんだ」




　西日のせいか、ほんのり顔が赤いように見える。

　しかし、偶然か。

　この場所を好んで使うのは俺くらいのものだと思っていたのだが、本人が偶然と言うなら偶然なのだろう。




「意外だな。お前が図書館で勉強するタイプだったとは」

「……心外だわ。アタシをなんだと思っているのよ」




　エリザは俺の前の席に座り、授業で使っている教科書を広げた。




「アベルはやらないの？　今日の課題」

「ああ。そういうのは全て自室でやることにしている」




　授業で出される課題程度なら、寝る前の数分で十分全部終わるからな。

　それから暫しばらくすると、エリザの手が止まった。

　横目でちらりと見る。応用の所か。まあ、ひっかけ問題だな。




「……そこは公式が二つ絡まっている」

「え。そうなの？」

「ああ。まずは前式と後式を分離してみろ」

「……こう、かしら」

「そうだ。そこから共通項は除外して、後で計算する」

「なるほど。こうするのね！」




　エリザはコツを摑つかんだのか、その次の問題もスラスラと解き始めた。

　なるほど。テッドの百倍は応用力と理解力があるな。

　テッドのやつにもこれくらいの地頭があれば、もう少し教えがいというやつもあるのだがな。




　～～～～～～～～～～～～




　それから数時間後。

　エリザに勉強を教えている内に、日が落ちて閉館の時間となった。




「ありがとね。その、勉強、教えてくれて。アベルの教え方、すごく分かりやすかった」




　本を片付けている最中にエリザがそう言ってきた。

　はあ。あの程度のことで、大おお袈げ裟さなやつである。

　こちらとしては、他人に感謝されるほど価値のあることをした覚えはないのだけどな。




「アベルって、いつも図書館に籠こもって勉強しているわけ？」




　外に出るまでの螺ら旋せん階段を下りる途中、エリザからそんな質問が飛んできた。




「そうだが。何か変か？」

「別に変っていうわけじゃないけど。せっかく都会に来たのに街に出たりしないの？」

「街か。そうだな。暫しばらくは行ってないな。生活に必要なものは売店で揃そろえている」

「でも、学校じゃ出会えないものだってあるわよ。たとえば美お味いしいご飯とか、不思議な味の果物。何より珍しいお菓子とかね！」

「見事に食べ物だけだな」

「も、もちろん、食べ物以外も沢たく山さん良い場所があるわよ！　そうだ、古本屋とか！　安くて珍しい本が買えるかもしれないわよ！」




　古本屋か。

　たしかにこの時代の本屋というものには、一度立ち寄ってみたいところではあるな。

　それというのも学園の図書館に置かれている本は比較的近代に書かれたものが中心で、俺のいた二〇〇年前に読まれていた本が全まつたくと言って良いほど揃そろっていなかったのである。




「ねえ。次の休みの日に、出かけてみない？　勉強を教えてもらったお礼をしたいの」

「別に構わないが」

「じゃあ、決まりね！　アタシ、王都は詳しいの。結構、美味しい店知っているんだから」




　それからというもの、エリザは暫く楽しそうに王都にあるオススメの外食店の話をしていた。

　その時、エリザが見せた表情は、いつにも増して活いき活いきとしているように見えた。

　なるほど。

　エリザの体が同年代の女子と比べて、やたらと発育が良い理由が分かったような気がする。

　この女の頭の半分くらいは、いつも食べ物のことで埋まっているのだろうな。




　～～～～～～～～～～～～




　エリザと共に図書館を出た直後、俺たちに対する明確な敵意を感じた。

　ふう。

　それにしても今日は妙に『招かれざる客』に遭そう遇ぐうする日だ。

　この男たちは俺が図書館から出るまでの間、わざわざ寒空の下で待機してくれていたのだろうか？

　そう考えると少し可愛かわいくも思えてきたな。




「ヒュー！　ヒュー！　モテる男は辛つらいね～！　アベル君！」




　そこにいたのは、いつの日か寮で俺たちに絡んできた内部生たちだった。




「で、俺に何か用か？」

「お前、ウザいんだよ！　外部生の癖くせに調子に乗りやがって！」

「そもそも劣等眼がどうしてウチの学園に入学できたんだ？　何か汚い手を使ったんだろ！」




　やれやれ。

　俺が正当な実力によって学園に入学したことは、試験会場にいた人間ならば、誰もが知っているはずなのだがな。

　それともアレか。

　ここにいる内部生たちは、自分の目で確認したこと以外は信じないタイプなのか。

　その心意気には、僅わずかながら共感できる部分もあるが、今は鬱うつ陶とうしいことこの上ない。




「要件を言え。生あい憎にくと俺はお前たちと違って暇ではないのでな」

「ケッ……！　やはり気に入らねえ」

「今日はお前が本当にこの学校に相応ふさわしいか、もう一度入学試験やってやるよ！」




　言い放ち、趣味の悪い形状の魔道具レガリアを構える学生たち。

　さてさて。どうしたものか。

　力でねじ伏せることは簡単であるが、必要以上に事を荒立てるのは賢い選択肢しとは言えないだろう。




《身体強化魔術、脚力強化》




　俺は内部生たちの隙すきを衝ついて距離を詰めると、『背後から』一人の学生の魔道具をひょいと取り上げることにした。




「ふう。こんな粗悪な玩おも具ちやで俺を相手にする気だったのか？」

「なっ――!?」




　改めて近くで見ると、益々と低質な魔道具であることが分かる。

　登録されている魔術構文は、攻撃系のものが中心であるが、使用者が後から追加構文を施ほどこすことができないように随ずい所しよにロックがされてある。

　こんな創そう意い工く夫ふうを最初から放棄したような道具を使って、何が楽しいのだろうか。

　少なくとも俺には理解できない心理である。




「オ、オレの魔道具が!?」

「こいつ！　いつの間に!?」




　この男たちは一体何を驚いているのだろうか。

　今から戦闘が始まるかもしれないというのに目の前で『誰から攻撃するか？』と相談されると隙の一つも突きたくなるものである。

　魔道具を奪われた男たちは、慌てて俺から距離を取る。




「なあ。この魔道具、調子が悪いんじゃないか？　メンテナンスはしているか？」

「な、何故そのことを!?」

「見ればわかるだろ。素材の劣化によって、魔術構文に歪いびつが生じている。曲がりなりにも魔術師を目指すなら、商売道具は大切に扱っておけよ」




　魔道具を放って男に返す。

　まあ、そもそも若いうちから魔道具に依存した戦い方を覚えてしまっている時点で、お前たちが優秀な魔術師になれる可能性は低いとは思うがな。




「行くぞ。エリザ」

「えっ。あっ。うんっ！」




　武器を奪われ、男たちが動どう揺ようしている今が穏便に場を収める最大のチャンスである。

　俺は素早くエリザの肩を抱くと、速やかに内部生たちの元から離れていく。




「クソッ――！　アベルのやつ、調子に乗りやがって！」

「お前、明日の授業で覚えておけよ！　絶対に大恥をかかせてやるからな！」




　はて。明日？　何か特別なイベントがあっただろうか？

　内部生たちの言葉に疑問を抱きながらも俺は、エリザを女子寮に送り届けるのだった。







第四話　体育の時間







　それから翌日のこと。




「うおおおお！　ようやく体育の時間が来たッスね！　血が滾たぎるッス！」




　更衣室で誰よりも先に運動着に着替え終わったテッドが、やけに暑苦しくそんな声を上げていた。

　ふむ。どうやら今日は七日に一度の体育の時間らしい。

　運動着に着替えた俺たちは、中庭にある訓練場に移動する。

　この手の準備は、男子よりも女子の方が時間のかかるものなのだろう。

　それから暫しばらくすると、やや遅れて女子生徒たちが集まってくる。




「よっしゃ！　全員集まったようだな！」




　そんな頃合を見計らってか、少し離れたところから威勢のいい声が聞こえた。

　現れたのは紺こん色の運動着に身を包んだ浅黒い肌の男である。




「オレが体育教師のカントルだ。準備校出身の奴らは知っていると思うが、今年も一年よろしくな」




　なるほど。いかにも体育教師という雰ふん囲い気きの男だな。

　外見だけで他人の内面を判断したくはないのだが、体育教師という割にはブクブクと余分な肉を蓄たくわえているのが残念な感じである。




「カンちゃん。この前、酒場でひっかけた女はどうしたんだ!?」

「うるせえ！　その話はするなって言っているだろう！」

「なぁなぁ。オレが今度、カンちゃん好みの巨乳の女を紹介してやるよー」

「黙れ！　黙れ！　生徒に女をあてがわれるほどオレは落ちていないやい！」




　生徒たちの笑い声がドッと上がる。

　おそらく内部生たちにとっては良く知った定番のネタなのだろうが、俺たち外部生は全まつたく話題についていくことができない。

　その後も、体育教師カントルと内部生たちは世間話に花を咲かせていく。




「なにアレ。嫌な感じ」




　体育座りをしている運動着姿のエリザがポツリと呟つぶやいた。

　テッドが同感だと言わんばかりにブンブンと激しく頭を振って頷うなずいている。

　ふう。

　他の授業でも全体的に内部生を贔屓ひいきする雰囲気は感じていたが、この体育の時間ではより一層、俺たち外部生は疎そ外がい感を味わうことになりそうだな。




「さて、今日は『ハウント』をやるぞ！」

「「「うおおおおお！」」」




　カントルがそう言うと内部生たちがバカっぽいテンションで喜びの声を上げた。




「準備校出身の奴らは知っているよな？　ハウントは他の魔術学校との『対抗戦』にも使用される『三大競技』の一つだ！　各自、しっかりとルールを把は握あくしておけよ！」




　そう言ってカントルは、中庭の端に置かれていた手袋の入ったカゴを運んできた。




「ハウントにおいて使用されるのは、この手袋型の魔道具レガリアとなる。勝負は基本的に『攻撃側』と『防御側』の二つのチームに分かれて行われるもので……」

「カンちゃん！　ルールなんて知っているよ！」

「ハハハ！　お前たち、何も分かっていねーなー！　知らない奴、できない奴に合わせるのが授業なんだぞ！」




　カントルの含みのある言い方を受けて、内部生たちは再びドッと笑声を上げる。

　ふう。まるで俺たち『外部生』たちが、出で来き損そこないの劣等生であるかのような言い草だな。

　もともと虐しいたげられることに慣れてきた俺とは違って、他の生徒たちにとっては堪こたえる展開だろう。




「……殺す。アイツ等はここで殺した方が世の為ね」




　案あんの定じよう、感情が表に出やすいエリザは殺気を剝むき出だしにして、メラメラと闘志の炎を燃やしていた。




「うわあああ！　エリザさん！　抑えて！　抑えて欲しいッス！」




　今にも殴なぐり込んでいきそうな勢いのエリザを慌ててテッドが静止する。

　やれやれ。

　この体育の授業は、何やら面倒なことになりそうだな。




　～～～～～～～～～～～～




　突如として体育の時間で行うことになった『ハウント』は、二つのチームに分かれて戦うスポーツだ。

　両チームは『攻撃側』『防御側』に分かれて五分間ずつ交互に攻撃を行う。

　攻撃側は『シューター』と呼ばれ、防御側は『ラビ』と呼ばれる。

　これは貴族の昔からの遊びである『狩り』から着想を得ている為だ。

　攻撃側シユーターの目的は、防御側ラビに術弾ブレツトを命中させて転倒させること。

　防御側ラビの目的は、攻撃側シユーターから放たれる術弾を避け続けることである。

　最終的により多くの生存者を残していたチームが勝ち、というシンプルなルールであった。




「シューターが使う射撃手袋シヨツトグローブは事前にオレが用意している。だがまあ、いつも通り自前のものを持っているっていうやつは、そっちを使っても構わないぜ」




　シューターの役割を持った人間は、それぞれ手袋型の魔道具を装備する決まりとなっているらしい。

　この魔道具からは三種類の術弾が射出される。

　それ即すなわち、スピードに特化した槍型、バランス型の球型、軌道に変化を付けやすい円盤型だ。

　どのタイプの術弾も肉体に対するダメージはないが、プレイヤーに命中すると衝撃波が発生するようになっているのだとか。




「なるほど。つまりは攻守に分かれて戦う、ドッジボールみたいなイメージっスね」




　隣で座っていたテッドが珍しく的まとを射いた言葉を呟いた。

　ドッジボールとは俺のいた二〇〇年前の時代にはなかった、比較的歴史の浅い球技スポーツだ。

　実際にプレイしたことはないのだが、昔読んだ本で、概要について触れたことがあるので大まかなルールは心得ている。




「それでは、チーム分けするぞ。全部で三〇人だから、八人チームが二つの七人チーム二つでいいな。各自、名前を呼ぶぞ。まず、Ａチーム」




　カントルが名前を呼んでいく。

　ふとＢチームを呼び終わった辺りで違和感を覚えた。

　Ｃチームのメンバーの名前を点呼した後、テッド以外の誰もが異変に気付いていた。




「で、残った七人がＤチームだな」

「わーい！　師し匠しようと同じチームッスねー！」




　やれやれ。お前っていうやつは何ど処こまでも呑のん気きなのだな。

　異変に気付いた俺たちチームの中には、早くも暗雲が漂い始めていた。




「あの、先生。このチーム分けって……？」




　俺と同じチームに分けられた、気の弱そうな黒髪の少女が戸惑いの声を上げる。




「何か不満か？　それぞれ見知った相手とチームを組んだ方が戦いやすいだろ？」




　なるほど。

　そこで俺の頭に過よぎったのは、昨日の放課後に内部生の連中が残した意味深な言葉であった。




『お前、明日の授業で覚えておけよ！　絶対に大恥をかかせてやるからな！』




　これで納得がいった。

　昨日の言葉は単なる捨て台詞ぜりふではなく、今日の体育の時間を見越してのものだったのだろう。

　事前に知っていたということは、内部生たちと体育教師がグルだという可能性もあるな。




「分かってはいると思うが、相手プレイヤーに干かん渉しようする魔術は禁止だ。そしてもちろん、身を守るための身体強化系魔術の使用は問題ないぞ。各自、自己責任でケガには十分に気を付けて試合するように」




　カントルが俺たちの方を見てそう言う。

　ふう。まるで怪け我がをしても『我関せず』とでも言いたそうな台詞だな。




「では、ＡチームとＢチームは奥のコートへ。ＣチームとＤチームは手前のコートに移動だ。各自準備が出来たら知らせるように」




　カントルがパンッと手を叩く。

　それを合図に生徒たちが私語交じりに立ち上がってコートへ移動する。




「へへっ。よろしくな。劣等眼。これで昨日の借りは返してやるぜ」




　すれ違いざまに昨日の内部生が俺にそんな言葉を投げかけた。

　はあ。

　あまりにも露骨なチーム分けに逆に感心してしまいそうになる。

　俺たちの対戦相手であるＣチームは、ここ最近、外部生に敵意を剝むき出だしにして絡んできた内部生たちだったのだ。

　やれやれ。何を仕掛けてくるのやら。

　こうして俺たち外部生チームは、ひょんなことから内部生たちと戦うことになるのだった。




　～～～～～～～～～～～～




　チーム分けが終わった段階で、改めて俺はこの自分のいるチームの状況を分析してみる。

　俺と、テッド。エリザ。それから先程、体育教師の指示に異議を唱えた黒髪の少女。

　そこにあまり見覚えのない男女三人を合わせた合計七人のチームである。

　なるほど。

　俺たちＡクラス三〇人の中に外部生は七人しかいなかったんだな。

　道理で内部生たちが教室の中で幅を利きかせているはずである。




「ど、どうしよう……。わたし、昔から運動が全まつたくダメで……」

「ボクも苦手だな。頭を使うのは得意でも、体を動かすのはどうにもね」




　やれやれ。

　まだ戦いが始まってもいない内から随ずい分ぶんと情けないことを言ってくれるな。

　たしかに頭を働かせることも重要ではあるが、魔術師の資本は体だろうに。




「大丈夫かな……わたし、みんなの足引っ張っちゃうかも知れない……。それに怪我するかもしれないって……」

「大丈夫！　アタシがフォローするわ！」




　大きな胸を張ってエリザが言った。

　ふうむ。

　こちらのチームで戦力になりそうなのは、せいぜいエリザ、テッドくらいのものか。

　エリザはともかくとして、テッドまでも戦力としてカウントしなければならない日が来るとは……。

　さすがの俺も予想していなかった事態である。




「エリザさん。で、でも……内部生の人たちって、わたしたちのこと……良く思ってないから」




　怯おびえたような様子で黒髪の少女は相手のコートを見る。

　向こう側のチームの、昨日俺を待ち伏せした男たちが、ニヤニヤとした笑みを浮かべている。




「それこそ大丈夫よ。曲がりなりにもハウントは伝統あるスポーツでしょ？　いくらアイツ等でも不正なんてしてくる筈はずがないわ！　正々堂々、アイツ等をぶっ倒して、ギャフンと言わせてやりましょう！」




　エリザが黒髪の少女を元気づけている。

　ふう。

　エリザはこう言っているが、果たしてどうだろうな。

　昨日の一件からも、奴ら内部生が目的のために手段を選ばない方針だということは分かっている。

　十中八九、勝負の最中にも何か仕掛けてくると考えていた方が良いだろう。




「とにかく！　やるからにはベストを尽くしましょう！　さ、行くわよ！」




　勇んで指揮を執とるエリザ。

　対戦相手とのコイントスで後攻の防御側ラビから始まることになった。

　俺たち七人は、二〇メートル四方のコートの中に入った。

　敵対する攻撃側シユーターは三人。

　ニヤニヤと薄ら笑いを浮かべながらも手袋型の魔道具を構えている。

　ふう。

　俺はともかく他のメンバーがどれだけ成果を残してくれるかが心配だ。

　今回に限らずスポーツというものは大抵、個人の成績よりもチーム全体のパフォーマンスが勝敗を分けるようになっている。

　俺一人がどんなに頑張っても、他のラビが全滅してしまうと一ポイントしか入らない以上、最後まで気を抜くことができなさそうだな。




　～～～～～～～～～～～～




　ホイッスルが鳴った。勝負が始まる。




「よーし。まずは一匹一匹、仕留めて行くぞ」




　シューターの一人が手袋型の魔道具に魔力を込めて、術弾を発射する。

　放たれた術弾は槍型。スピードが速いタイプの弾だ。

　なるほど。

　速い、といってもこの程度なのか。

　俺たちチームの七人はこれを軽々と回避する。

　今回のゲームではラビ七人に対して、シューターは三人というバランスで行われていた。

　人数の面ではラビチームが有利。

　更にラビは二〇メートル四方のスペースを自由に動き回ることができるのだから、『目に見える弾』を避けるのは容易である。




「今度は後ろから来るッスよ！」




　だがしかし。

　このゲームのキモはいかに『視みえない術弾』に対処できるかということである。

　三方向からの攻撃を完全に目視することは不可能に近い。

　このゲームは『死角から迫る術弾を避けられるか』という部分が勝敗を分けることになりそうだな。




「うわっと」




　テッドは軽い身のこなしで背後から発射された術弾を避けた。

　さすがは野生児だな。

　術弾が発射された時に生じる空気の振動に反応したのか。

　しかし、他の生徒たちの場合は早々上う手まく避けることができないだろう。




「んわぁっ！」




　そらみろ。言わんこっちゃない。

　チームメイトの一人が死角から発射された術弾に命中してしまった。

　激しい破裂音が上がる。

　術弾から発生する衝撃波に耐えられず、男は尻しり餅もちをついて転倒する。

　なるほど。

　無属性魔術の術弾は、威力は少なく殺傷能力は皆無だ。

　だが、やはり魔術は魔術。

　タイミング良く身体強化魔術を発動させてガードしなければ多少は痛いだろう。

　おっと。今度はバカ正直に真正面から撃ってきたな。

　ん。待てよ。

　この術弾は今までのものとは少し性質が違うぞ。




「あ、あれ!?」「どうしてっ!?」




　二人のチームメイトに術弾が命中して、転倒してしまう。

　やれやれ。

　まさか無属性魔術に《標的追尾》の追加構文を施ほどこしてくるとはな。

　事前の説明では与えられた魔術構文を書き換えることは禁止していたはずなのだが？　完全なルール違反である。




「ちょっとアンタ！　今、ズルをしたでしょ！」




　相手の不正を見破ったのはエリザも同じだった。

　軌道に変化を付けやすい《円盤型》ならともかく、スピード特化の《槍型》が手元で曲がってくるのは不自然だからな。

　十中八九、内部生たちは不正に改造した手袋型の魔道具を事前に用意していたのだろう。




「おいおい。妙な言いがかりは止めてくれよ」

「何か証拠があるのか？　尻デカ女」

「[image: ][image: ][image: ][image: ]っ！　し、し、し、尻デカ女ですって!?」

「熱くなるな。エリザ」




　やれやれ。世話の焼けるお姫様である。

　意図して相手の動どう揺ようを誘う言葉を投げかけるのは、戦闘において定番中の定番とも呼べる作戦である。

　俺は猫でも摑つかむようにエリザの首根っこを引っ張る。




「えっ。何っ」




　瞬間、エリザの顔の目の前を術弾が通り過ぎていった。




「横から撃ってきていた。周囲への集中が散漫になっていたぞ」

「……あ、ありがとう。アベル」




　エリザが頰ほおを赤くして礼を言ってきた。

　ふうむ。この女、これでいて素直な所もあるんだな。

　普段もこれくらい大人しければ非の打ちどころがない女なのだが、つくづく残念なやつである。




　～～～～～～～～～～～～




　それから。

　冷静さを取り戻した俺たちは順調に内部生チームから放たれる弾丸を避け続けた。

　それにしてもこのゲーム、ラビ側は回避しかできないのは些いささか退屈ではあるな。

　せめて相手の術弾を魔術で撃ち落としても良いというルールであれば、もう少し張り合いが出たのかもしれないのだが。




「エリザさん。後ろから術弾が飛んできています！」

「……!?　ありがと！　ユカリ！」




　俺にとって少し予想外だったのは当初は弱気だった黒髪の少女が、意外な奮闘を見せていたということである。

　本人も認めるように運動能力が高いわけではないのだが、エリザ、テッドと比べて視野が広い。冷静だ。

　消極的な性格を直せばこの女、将来は有望な魔術師に化けるかもしれない。




「チッ。ラビ側の奴ら、意外と避けてくるな」

「仕方ねえ。狩れるところから狩っていくぞ」




　そんなことを考えていた直後だった。

　俺たちを取り囲んでいたシューター側の雰ふん囲い気きが明らかに変わった。




「えっ!?」




　なるほど。敵の考えていることは分かった。

　おそらく内部生たちは身体能力に秀でた俺、エリザ、テッドに見切りを付けて、最も術弾を当てやすい黒髪の少女、ユカリの元にリソースを集中させることにしたのだろう。




「キャッ！」




　弾丸の嵐の中に晒さらされたユカリは、堪たまらずに転倒してしまう。




「おらおら！　ノロマは早くドケや！」




　そこで俺にとっても少しだけ予想外のことが起こった。

　何を思ったのか、内部生の一人が既に転倒したユカリに向かって術弾を打ち続けたのである。




「ちょっと！　アンタたち！　何をやっているのよ!?」

「んー？　何って、見たままだぜ？　外来種ポイズンパーチの駆く除じよだよ！」




　内部生たちはその後も容よう赦しやなく、身を屈めて蹲うずくまっているユカリに向かって術弾を放ち続ける。




「最悪！　ユカリはとっくに転倒しているでしょ！」

「はん。転倒したラビに攻撃してはならない、なんてルールは存在しないんだぜ？」

「だ、だからって……！　やって良いことと悪いことが……。きゃうっ!?」




　相手チームに抗議をしようとして隙すきを見せたエリザが、背後からの術弾に強襲されて、転倒してしまう。

　ふう。エリザのやつも詰めが甘いな。

　戦闘中に感情的になりがちなのは、エリザの悪あく癖へきである。

　シューター側の視点から見ると、既に転倒しているプレイヤーを攻撃するメリットはない。

　先程の攻撃はこちらの精神を揺さぶるためのものだったのだろう。




「ちょっ！　異議ありッス！　今のはノーカンッスよ！　って、うわあああああああああああああ！」




　はあ。ミイラ取りがミイラになるとは、まさにこのことである。

　エリザと同じような失態によりテッドまでもが、術弾の餌え食じきになってしまう。

　まったくもって頼りにならない仲間たちだな。




「ハハッ！　Ｇ３ジーニアススリーだかなんだか知らねーが、やっぱり外部生はたいしたことねーな」

「外来種は外来種らしく、大人しくドブ川に帰ったらどうなんだ？」




　結局、ゲーム開始から二分と経たないうちにコートの中に残ったのは俺一人となってしまった。

　内部生チームの嘲ちよう笑しようの視線が俺に向かって一斉に集まる。

　やれやれ。

　今後の学園生活のことを考えると、あまり目立ちたくはないのだけどな。

　俺としては、別に勝敗に対する拘こだわりないし、負けてやっても良いのだが、そうすると今度は余計に内部生たちを増長させかねない。

　仕方ない。

　敵の弾丸を回避するくらいなら特別な魔術を使うわけでもないし、ここは二人の仇かたきを取ることを優先してやるとしよう。




「オラオラ！　喰らいやがれ！」

「ハッハー！　そろそろ息が上がってきているんじゃないか!?」




　全然上がってない。

　どちらかというと疲労の色が見えてきているのは、三人がかりで攻撃しているお前たちの方じゃないか？

　三方向から攻撃が来るのだから、避けるのが難しいと思うかもしれないが、実際はそんなことはない。

　理由は二つある。

　一つは、コイツ等の攻撃がバカの一つ覚えのように単調なことである。

　仮にこの男たちが頭を働かせて、俺の退路を断つように攻撃をしてきたのならば、少しは難易度が上がるかもしれないが、今のところは全まつたくその気配がないな。

　そしてもう一つは、このコートだ。

　ラビが自由に動き回ることのできるエリアは、縦横二〇メートルの範囲である。十分に広い。

　相手がコートの外から攻撃をしてくる以上、俺は目を閉じていても攻撃を回避できるだろう。

　そういえば最近、図書館に籠こもってばかりで体を動かしていなかったな。

　よくよく考えてみると、この体育の時間は運動不足の解消にはうってつけなのかもしれない。




「うおっ！　今の攻撃！　危なかったッス！　さすがの師し匠しようでも、三人が相手じゃ……」

「いいえ。ドングリ。それは違うわ」




　何かに勘づいたかのような様子でエリザは言った。




「アベルはさっきから、あの位置から一歩も動いていないのよ」




　ふう。さすがにエリザは気付いたか。

　普通に避けていても簡単過ぎるし、何個か自分の行動に制限をかけていたのだ。




「ヤベエぞ！　このままだと仕留めきれねえ！」

「仕方ねえ！　例の、『合体攻撃』でいくぞ！」




　はて。合体攻撃とは一体何のことだろうか。

　などと考えていたその直後、俺の周囲を大量の術弾が覆おおった。

　ふむ。

　どうやら内部生の連中は、既存の魔術構文に《散連弾》の追加構文を施ほどこしてきたらしい。

　ルール違反も甚はなはだしい。

　既存の魔術構文を変更するのは、ルール違反だと事前の説明であれほど言っていただろうに。




「どうだ！　この攻撃は避けられないだろう！」




　先程までとは比較にならないほどの量の術弾が一気に押し寄せてくる。

　なるほど。

　たしかにこれだけの弾幕を張られてしまうと、攻撃を避けられるだけのスペースが見当たらない。

　まあ、正確に言うと避けられないこともないのだが、そうすると今度は大勢の前で人間離れした動きを晒さらすことになってしまうことになり、余計な注目を集めてしまうだろう。

　仕方ない。

　先にルールを犯したのはお前たちだ。




「証明完了。《反証魔術》」




　相手の構築した魔術を分析して、一瞬で相手の魔術を無力化する技術を《反証魔術》という。

　実のところ《反証魔術》は相当な実力差がないと使えないのだが、ポンコツを絵に描いた内部生チーム相手なら問題ないだろう。

　パリンッ！

　ガラスが割れるような音が響いて、俺の周囲を覆っていた術弾の嵐が粉々になって砕くだけ散る。

　はて。

　ところでこのハウントというスポーツで《反証魔術》を使用するのは、ルール違反になるのだろうか。

　事前の説明では相手プレイヤーに干かん渉しようする魔術を使ってはいけないというルールがあったはずだが、《反証魔術》がこれに当てはまるかは微妙なところである。
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「なっ！　何が起こったっ!?」

「信じられねえ！　魔道具の故障か!?」




　俺が《反証魔術》を使用したのと同時にゲーム終了のブザーが鳴る。

　結果的に《反証魔術》で攻撃を凌しのいだことは正解だったかな。

　これで第三者の視点からは、慣れない追加術式を使ったことによって、魔術が暴発オーバーフローしたようにしか見えないだろう。




「うおおおお！　さすがは師匠！　世界一ッス！」

「凄すごいです！　アベルくん！　たった一人で攻撃を凌しのぎ切ってしまうなんて！」




　チームの連中は既に勝利したかのように喜んではいるが、まだまだ油断することはできない。

　結局、外部生チームの生き残りは俺一人だった。

　つまり、次の攻撃で防御側ラビに回った内部生チームを全滅させないと、俺たちの敗北が確定してしまうのである。

　さてさて。どうしたものか。




　～～～～～～～～～～～～




　それから。

　五分間のインターバルを挟んだ後、俺たちＤチームの攻撃順が回ってくる。

　本来この時間は誰をシューターに回すのかという役決めに使うものらしいのだが、俺たちＤチームの会議はすぐに終わった。

　というのも、俺たちチームの中で攻撃役に適性がありそうな人材は限られていたからである。




「うっしゃああ！　今回の攻撃でさっきの失態を挽ばん回かいするッスよ！」

「ふふふ。攻撃魔術を使わせたらアタシは止まらないわよ！」




　誠に遺い憾かんながら、エリザ、テッド、という代わり映えのないメンバーを選出されることになってしまった。

　残念ではあるが、仕方あるまい。

　この二人が頼りになるわけではないのだが、他メンバーに比べてヤル気だけはありそうなのは確かだからな。




「エリザさん！　みなさん！　頑張って下さい！」




　ああ。そうそう。

　前回のゲームで意外な奮闘を見せた黒髪の少女、ユカリは控えに回っている。

　チームの会議では頭の出来が芳かんばしくないテッドを下げて、ユカリに入ってもらうというプランも上がったのだが、本人の申し出により却きやつ下かされることになった。

　まあ、ユカリの控えめな性格は攻撃側シユーターには向かないところもあるのだろうな。




「師匠！　絶対勝ちましょうね！」

「アタシたちの本気を見せつけてあげましょう！　気合よ！　気合！」




　鼻息荒く二人が言う。

　やれやれ。

　俺としてもここで内部生の連中を大人しくさせておきたいところではあるのだが、連続して目立つような行動を取ってしまうのは考え物である。

　理想を言うと、エリザとテッドの攻撃によって内部生が全滅してくれると面倒がなくて良い。




「プププ。聞いたか。アレ。気合だってさ」

「今時そんな精神論が通用するかっていうの！」




　コートには内部生チームのラビ七人が入る。

　相変わらず俺たちの方に対して侮ぶ蔑べつの視線を送っているが、その眼の奥には自信が見て取れる。

　ふうむ。

　この様子だと何かしら勝つための作戦を練ねってきているのだろうな。

　ホイッスルが鳴る。ゲーム開始だ。




「よっしゃ。軽くドブ魚たちをぶちのめしてやろうぜ。フォーメーション！　ファランクスだ！」

「「「了解！」」」




　七人の学生たちは中央に集まると、互いに背中を預けて陣形を作る。

　なるほど。

　この時点で俺は敵チームの作戦を大まかに理解していた。




「集まって的まとを大きくしてくれたんッスかね！　てやっ！」

「ふふふ。飛んで火に入る夏の虫ね！」




　まずテッドが術弾を放ち、遅れてエリザが真逆の方角から敵陣を攻め立てた。

　おそらく異なる二方向からの攻撃で、敵チームの混乱を誘おうとしたのだろうな。

　はあ。まんまと敵の策略にハマりやがって。




「北西！　タイプ、槍スピアだ！」

「南東！　タイプ、円盤ディスクが来るぞ！」




　ふう。やはりこうなるか。

　内部生たちが一カ所に集まる理由――。

　それは互いに声を出し合うことによって情報を共有、死角を消すことにあったのだ。




「全然、攻撃が当たらないッス！」

「クッ……。魔術の威力ではこっちが圧倒しているはずなのに……！」




　うーん。少し面倒なことになってきたな。

　内部生たちのチームワークは、一いつ朝ちよう一いつ夕せきで身に付くようなものではない。

　おそらく準備校時代からそれなりに経験を積んで、競技のセオリーを身に付けていたのだろうな。

　もしこれが思い付きでやっている陣形ならば分かりやすい弱点が浮かび上がるところなのだが、そんな様子も今のところは見られない。




「ははっ！　外来種ポイズンパーチの奴ら、タイミングを合わせた挟み撃ちすらできないみたいだぜ」

「基本の『き』だっていうのによ」




　ふう。おそらくこのまま二人に任せていては悪戯いたずらに時間を消費するだけだな。

　仕方がない。

　できれば使いたくなかった最後の手段を出すことにするか。




「おい。テッド。耳を貸せ」

「え！　なんスか！　師し匠しよう!?」




　俺はテッドに作戦の指示を送る。

　試合の最中の作戦会議は当然、時間のロスが激しいのだが、後でキチンと成果を出せば反感を買うこともないだろう。




「ちょっと二人とも！　　何をやっているのよ！」




　仕方がない。

　そろそろエリザの攻撃にも疲れが見え始めてきたし、早々に決着を付けることにするか。




「天から降り注ぐ聖なる槍！　黄昏たそがれよりも暗き闇！　我が手元に集つどいて、忌いまわしの鎖から力を解き放つッス！」




　俺が合図を送るとテッドは大きく右手を天に突き上げて、何やら仰々しい呪文を唱え始める。

　おいおい。

　なんだ。その大層な前置きは？

　というツッコミ所は置いておくとして、そのタイミングで、俺は高速で魔術を構築する。

　使用する魔術は何の変哲もないタイプ槍の無属性魔術だ。

　しかし、同一の魔術構文を複数個並べることによって、敵チームが避けられないように工く夫ふうしてある。

　内部生チームがやったように《散連弾》の追加構文を施ほどこしておけば、遥はるかに楽に同じようなことができるのだが、一応それはルール違反だしな。




「降り荒ぶ嵐ラセツト・テンペスト」




　テッドが大きく腕を振り下ろしたその直後。

　俺は作り上げた魔術構文に魔力を流し込んでおく。

　このタイミングが肝かん心じんだ。

　せっかくテッドにお膳ぜん立だてをしてもらっても、俺の魔力が流れる瞬間を見られてしまっては全ての努力が水の泡あわである。

　自分が発動した魔術を他人が使ったように見せかける《偽装魔術》は、前の時代での俺の得意技の一つであった。




「おいおい！　な、なんだよアレは!?」




　内部生の一人が異変に気付いて頭上を指さした時にはもう遅い。




　ヒュオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオンンンッ！




　それは天空から降り注ぐ、無数の雨の如き槍型の術弾。

　無論、一発一発はなんてことのない平凡な無属性魔術である。

　だが、塵ちりも積もれば山となる。

　いくら殺傷能力のない魔術とはいっても、一〇〇〇発くらい集まるとそれなりに威力が出るようになるだろう。




「うわあああああっ」「ぎゃあああああっ」「へばあああああっ」




　槍型の術弾の雨は、転倒した内部生たちにも容よう赦しやなく降り注ぎ、オーバーキル級のダメージを与えることになった。

　う～ん。

　これは少しやり過ぎだっただろうか？

　でもまあ、こいつらの言葉を借りるなら、『転倒したラビに攻撃してはならない』というルールは存在していないらしいからな。

　身体的なダメージの少ない無属性魔術を使っているわけだし、多少の痛みは我慢してもらうことにしよう。




「あばっ。ゆ、許してくれ……」




　哀れにも内部生チームのリーダーは、攻撃が終わった後も白目を剝むいて命いのち乞ごいを続けているようであった。

　これは試合が終わった後も暫しばらくトラウマになりそうだな。

　ふう。

　久しぶりに本気の集中力で魔術を使ったせいかドッと体に疲れが溜まっている。

　世界広しとはいっても、この短時間で同一の魔術をこれだけ並べられるのは俺くらいのものだろう。

　術弾が降り終わり、訓練場の中は静寂の空気に包まれていた。

　俺たちの試合を観戦していた誰もが、『何が何だか分からない』と言った様子で呆ぼう然ぜんとしていたようである。




「グッ……。勝者Ｄチーム！」




　やがて静寂した空気の中、審判を務めていた体育教師が悔くやしそうに勝ち名乗りをする。

　直後、爆弾が落ちたかのように歓声が沸き上がった。




「信じられねえ！　あの『金髪』、一体何をしたんだ!?」

「おいおい。今年の外部生には『回避の天才』と『攻撃の天才』がいるみたいだぞ！」




　まあ、こんなものだろう。

　俺はテッドに功績を擦なすり付けることによって、必要以上に目立つことなく試合を終わらせることに成功するのだった。




　～～～～～～～～～～～～




　一方、その頃。

　ここは学園地下に設立されたエマーソン専用の研究所である。

　魔術界の異端児である、若き天才、エマーソンは、自作の端末を操作して、水晶モニターから流れる映像をジッと凝視していた。




「ほほう。前に来た時と比べて、随ずい分ぶんと物が増えたのう……」




　そんなエマーソンの様子を覗のぞきに部屋を訪れた初老の男が一人。

　アースリア魔術学園のトップ、学園長のミハイルである。

　この研究所は、エマーソンの作り出したオリジナルの結界によって、多重にロックをされており――。

　彼が許可する人物以外の立ち入りができないようになっていた。




「どうぞ。学園長。そこら辺でくつろいで下さい。散らかった部屋で申し訳ないですが……」

「いやいや。ワシは別に構わんよ」




　エマーソンの言葉は決して謙けん遜そんから出たものではない。

　後片付けのできない性格をしたエマーソンの部屋は、足の踏み場もないほどに私物で溢あふれ返っていた。




「のう。エマーソン先生。同じ映像を繰り返し見ているようじゃが、何を調べているのじゃ？」




　先程からエマーソンが見ていたのは、先程の体育の時間でアベルが攻撃魔術を使っていた時の動画だった。

　エマーソンは独自に開発をした監視用の魔道具によって、ハウントの映像を記憶していたのである。




「ここ。ここです」




　エマーソンは自分の机の上にある硝子ガラスのように薄い水晶のモニター画面を指さした。

　そこに映っていたのは、先ほどの体育の時間だ。

　金髪の少年が大きく手を上げ、呪文を唱える。

　そして膨ぼう大だいな魔力で生み出された無属性の矢が降り注ぐ。

　エマーソンはその一連の流れを繰り返し再生していたのである。




「これで分かりましたか？」

「んあっ。こ、これは……!?」




　決定的な場面を繰り返して見ることで、遅れてミハイルも異変に気付く。

　勝負の決着を付けた最後の魔術は、金髪の少年が使ったものではない。

　魔力の流れが速すぎて今まで気づくことができなかったが、やや離れた位置にいたアベルが使ったものだったのである。




「素晴らしい《偽装魔術》です。ボクでなければ確実に見逃していたでしょう」




　メガネの奥から鋭い眼光を覗かせながらもエマーソンは言った。

　驚くべきは精巧な《偽装魔術》だけではない。

　通常、無属性魔術というものは扱いが難しく、魔道具を抜きに制御することは不可能と呼べる特別な分野であった。

　少なくともエマーソンは、これだけ巧みに無属性魔術を扱いこなす人間に出会ったことがなかった。




「のう。エマーソン先生。結局、彼は……アベルくんは何者なのじゃろうか？」

「さあ。今のところは何とも言えませんね。ですが、安心して下さい。必ずや、このボクが彼の正体を見破ってみせますよ」




　実のところ、エマーソンがアベルのことを調べるようになったのは、他ならないミハイルの依頼であった。

　勇者の子孫であるミハイルは、アベルの正体が『風の勇者ロイ』の遺ゆい言ごんにあった琥こ珀はく眼がんの魔術師と同一人物でないかと疑っていたのである。




「この映像は？」

「ボクが開発した偵察機から飛んできた映像ですね。アベルくんの様子がリアルタイムで分かるようになっていますよ」




　水晶モニターの中には、アベルが図書館で読書をしている様子が映し出されていた。




「いやはや。凄すごい技術じゃな。この魔道具があればアベルくんの正体が分かる日も近いのではないかのう」

「いいえ。それがそうでもないんですよ」




　その時、読書中のアベルがゆっくりと席を外して、図書室の窓を開ける。

　驚くべきことにアベルの視線は、一〇〇メートル先の地点にある偵察機の存在を捉えていた。




　ズガガガガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアンッ！




　瞬間、破裂音。

　アベルの魔術によって偵察機が撃ち落とされる。

　水晶モニターの映像は暗転して、耳みみ障ざわりな雑音を響かせることになった。




「撃ち落とされました。これで三機目ですね」




　さもそれが当然のことのようにエマーソンは言った。




「やはりダメでしたか。次は一五〇メートル離れた地点から撮影できるよう、魔道具を改良しなければなりません」

「…………」




　普段の無気力な仕事振りがウソのよう。

　そう言って語るエマーソンの眼は、少年のように輝いていた。




（参ったのう。これはワシの方もアベル君に対する評価を改めなければならないようじゃ……）




　現代において『若獅子』の異名を持ち、頭角を現している天才をここまで夢中にしているアベルという少年は果たして何者なのだろか。

　調べれば調べるほどにアベルに対する謎は益々と深まっていくのだった。




　～～～～～～～～～～～～




　それからのことを話そうと思う。

　あの体育の一件以来、俺の日常は限りなく平和となった。

　少なくとも、内部上がりの学生たちの表立った嫌がらせはなくなったように見える。




「師し匠しようー。そろそろ昼休みッスよー」

「ん。そうか」

「今日は学食にしませんか！　今週限定の定食が今日で食べ納めなんスよ！」




　ふむ。それは少しだけ興味が惹ひかれるな。

　曲がりなりにも貴族の家で生まれ育ったので、テッドの舌はそれなりに肥こえていそうである。

　テッドが認めるということは、本当に良質な昼食が出てくる可能性は高そうである。




「なあ。見ろよ。アレ」




　テッドと二人で学食に向かっていると、周囲の生徒たちからの好奇の視線が突き刺さる。

　ここ最近はずっとこんな感じである。

　あの日の体育の一件以来、俺、エリザ、テッドの三人は内部生たちから妙な注目を受けるようになっていた。




「あそこにいるのが巷ちまたで話題のＧ３ジーニアススリーの一人、『魔王テッド』だぜ」

「アイツが噂うわさの……。ハウントで内部生をボコボコにしたやつだろ？」




　やれやれ。

　まさかテッドが魔王と呼ばれるような日が来ることなるとは、さすがの俺も完全に予想していなかった。

　もしも本当にテッドが魔王だったなら討とう伐ばつも二秒で終わっただろうに。




「初めまして！　自分、テッドというものッス！　同じクラスの方々ッスよね！」

「えっ。あっ。はい」




　視線に気付いたテッドが声をかけに行くと、内部生の男たちはしどろもどろになる。




「お近づきの印に自分の故郷の名物『雪玉まんじゅう』をどうッスか！」




　制服の中から包装された『雪玉まんじゅう』を取り出すテッド。

　お前、まだそんなものを持ち歩いていたのか。

　これだけ内部生たちから差別されても、友達一〇〇人という目標を諦めていなかったのだな。




「ひえっ！　た、食べます！　食べますから！」

「ボクたちのことは許して下さい！」




　テッドから『雪玉まんじゅう』を受け取った内部生たちは、蜘く蛛もの子を散らすように逃げ去っていく。

　これは後で知った話になるのだが、内部生たちの間では『魔王テッド』が配る『雪玉まんじゅう』の受け取りを拒否すると、後々に凄せい惨さんな報復を受けることになる、という噂が広まっているらしい。

　内部生たちの間では、テッドの配る『雪玉まんじゅう』は恐怖の象徴的な存在になっているのだとか。




「いや～。不思議なんスよね。最近、内部の人たちの態度が妙によそよそしくなっている気がするッス」

「なあ。テッド。そのことについて少し話があるのだが……」

「でもまあ、受け取りを拒否されていた時のことを思うと仲良くなれていますよね。一歩前進ッス！」

「…………」




　ふうむ。

　本人が前向きに捉えているのであれば、俺の方から真実を話すのも野や暮ぼなのかもしれないな。

　こうして長きに渡り続いた外部生たちとの確執は、一応の区切りが付けられることになるのだった。
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第五話　フェディーアの悩み







　アースリア魔術学園に勤めるフェディーアは、自他共に認める美人教師として評判だ。

　彼女の教える授業は、分かりやすいと生徒たちにも上々の評価を得ている。

　フェディーアの能力は学園からも高く評価されており、二七歳という若さで学年主任のポストを与えられることになっていた。

　品ひん行こう方ほう正せい。才さい色しよく兼けん備び。

　誰もが羨うらやむようなスペックを持った彼女であるが、最近はとある大きな悩みを抱くようになっていた。

　その日、王都の西区画に借りたアパートから出勤してきたフェディーアは、職員室前の廊ろう下かを歩いていた。




「リリスくん。ちょっといいかな」




　探していた人物を見つけたフェディーアは、足早に近づいていく。

　後ろからでも一目で彼女だと断定できるような抜ばつ群ぐんのスタイルを誇る美女の名前は、リリスというらしい。

　今年の春からアースリア魔術学園で働くことになった新任の教師である。

　職歴不明。学歴不明。

　学園理事長の推すい薦せんによって鳴り物入りで学園に入ってきたこと以外、その詳細の全てが謎に包まれている。




「この前、頼んでおいた資料なのだが……」

「はい。それに関しましては今朝のうちに提出しておきました」

「すまない。いつも助かるよ」




　彼女が学園に入ってきた当初こそは、縁故採用に対して批判する声も少なからずあった。

　しかし、今となっては誰しもがリリスの能力を認めて、一目置くようになっていた。

　もちろんフェディーアもその一人だ。

　フェディーアにとってリリスの存在は、何から何までソツがなさ過ぎて不気味にすら感じられたくらいである。




「おはよう。リリスくん」




　リリスと一緒に職員室に入ると、いの一番に体育教師のカントルがこちらに向かって声をかける。




「おはようございます。カントル先生」

「いやあ。相変わらずに美しいですなあ。どうですか？　今夜あたり。中央区画に美お味いしい麦酒ビールを出す店があるのですか」

「申し訳ありません。今日は遠えん慮りよしておきますね」




　カントルからの誘いを受けたリリスは、そそくさと逃げるように自分の席に戻っていく。

　こういうことは過去に何度もあった。

　気に入った女性を見つけては手当たり次第に声をかける性分のカントルは、リリスにターゲットを絞しぼっていたのである。




「ガハハハ！　いやぁ、手厳しい。今日も振られてしまいましたか！」

「………」




　いくら完かん璧ぺき超人なリリスとはいっても、こう連日カントルからのセクハラを受けては精神的に参ってしまうかもしれない。

　そう判断したフェディーアは、先輩教師としてリリスのフォローに回ることにした。




「カントル先生。あまり彼女を執しつ拗ように誘うのは止めて頂けませんか」

「おやおや。これは珍しいですな。フェディーア先生の方から声をかけてくれるなんて」




　注意を受けたカントルは、特に悪びれる素そ振ぶりを見せずにフェディーアの体を上から下までなで回すように凝視する。




「もしかしてフェディーア先生、妬やいているのですか？」

「……はあ？　何を言っているんですか？」

「惜しいですなあ。フェディーア先生も素材は良いですし、もう三歳ほど若ければオレのストライクゾーンに入ったのですけどなあ」

「…………」




　あまりに一方的な発言を受けてフェディーアは啞あ然ぜんとしていた。

　たしかに。たしかに、だ。

　この国において二七歳の独身女性は『行き遅れ』『年とし増ま』と捉えられて仕方のない時期ではある。

　時代の流れと共に結婚適齢期は遅くなってきたとは言っても、多くの女性は十代のうちに結婚をして、二〇台半ばで子供を持つ。

　事実としてフェディーアの学生時代の友人たちは、それぞれ結婚をして家族を持ち、今となってはすっかりと疎そ遠えんな関係となっていた。




「大丈夫です。焦らなくてもその内きっと、フェディーア先生の前にも素敵な人が現れますって」




　憐あわれむような表情でカントルは言った。

　まさか新人教師をフォローするつもりが、逆にフォローされることになるとは思ってもいなかった。




（な、なんて日だ……。こんな屈くつ辱じよくを受けるのは初めてだ……）




　ショックを受けたフェディーアは、呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽くすのだった。




　～～～～～～～～～～～～




　授業が終わって放課後。

　ストレスを抱えたフェディーアが真っ先に向かった先は、学園地下に設立されたトレーニングジムであった。

　常に己の体と向き合う灰眼の魔術師は、『筋力トレーニング』にハマる人種が多いのである。




（クソッ！　クソッ！　あのデブ教師が！　人をバカにして！）




　悪態を吐いたフェディーアは、片側四〇キロあるバーベルを一心不乱に上げ続ける。

　学生時代から彼女は、決してモテないわけではなかった。

　だが、自身のストイックな性格が災わざわいしてか、なかなか交際にまで発展する異性に巡り合うことができず、いよいよ『行き遅れ』と呼ばれる年齢に差し掛かることになっていたのだ。




（何が素敵な人だ！　適当なことを言ってくれる！）




　フェディーアも今年で二七歳。

　理想と現実の折り合いを付ける術すべくらい心得ている。

　ある日突然、白馬に乗った王子様が迎えに来てくれるはずがないと、重々に理解をしているつもりだった。




（ええい！　こうなったら今日は徹底的に体を鍛えるぞ！）




　筋肉は良い。筋肉だけは自分を裏切らない。

　厳しい現実に直面したフェディーアは、益々と趣味である『筋力トレーニング』に傾倒するようになっていた。




（おや……。この音は……？）




　半ばヤケになりながらもバーベルを上げていると、近くで規則正しく靴くつ音おとを響かせる音がした。

　もしやと思って視線を移すと、そこにいたのはランニングマシーンを使ってトレーニングを続けるアベルの姿があった。




（……また彼か。ここのところ、毎日いるようだな）




　感心である。最近の学生たちは運動を嫌ってか、体力トレーニングを疎おろそかにする傾向があるのだが、どうやら彼に関してはその例に当てはまらないようだ。

　それにしても不思議な少年である。

　アベルの使用しているランニングマシーンは、ジムに置かれているものの中でも最も負荷が高いものだったのだが、当の本人はというと全まつたく苦にしておらず、澄まし顔の様子であった。




（……美しいフォームで走るのだな。細身ではあるが、体のラインも鍛え上げられていて非の打ちどころがない）




　おそらく学園に入学する前から日常的にトレーニングを積んでいたのだろう。

　アベルの美しいシルエットは、筋肉マニアのフェディーアをも唸うならせるものであった。




（……と。いかんいかん。私としたことが、何を見み惚とれているのだ！）




　いくらアベルという少年が大人びているといっても、自分とは一回り以上歳としが離れているのである。

　生徒のことを一人の異性として見るのは御ご法はつ度とだろう。

　そんなことを考えていた時、悲劇が起きた。

　ズルリッ。

　集中力が切れたフェディーアは汗でバーベルを滑らせて、体の上に落としてしまったのである。




「なっ――!?」




　迂う闊かつだった。

　フェディーアが日常使いしているバーベルは、総重量一〇〇キロに迫るものであり、直撃すれば魔力で体を強化してもケガは避けられそうにない。




「大丈夫ですか？　先生」

「…………!?」




　しかし、直後に信じられないことが起こった。

　驚いて視線を移すと、平然とした表情のまま、ひょいと片手でバーベルを持ち上げるアベルの姿があったのだ。

　フェディーアの使用しているバーベルは、大の男が二人がかりでも持ち上げることが難しいものである。

　一体何故？

　この細身な体の何ど処こにこれほどまでの筋力が蓄たくわえられているというのか？

　フェディーアにはそれが分からなかった。




「あ、あの……。あ、あ、あ……」




　一言『ありがとう』と言いたいだけなのに、アベルのことを見ていると緊張で上う手まく言葉を紡つむぐことができない。




「らしくないですね。今日の先生は集中力を欠いているように見えましたよ」

「…………」




　アベルの指摘を受けたフェディーアは、カァァァッと頰ほおを赤らめていく。




「み、見ていたのか？」
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「ええ。この時間にジムを使うのは俺と先生くらいですからね」




　フェディーアは一つ勘違いをしていた。

　彼女の眼から見てアベルは、誰に対しても無関心で、他人の姿など視界に入らないような少年に映っていた。

　だが、実際は違った。

　アベルはフェディーアのことを認知しており、危機に陥おちいれば、助けに入る程度には彼女のことを気にかけていたのである。




「その……。な、なんだ……。あ、ありがとう……」




　ようやく感謝の言葉口にできたのは良かったのだが――。

　何故だろう。

　今回の一件により、フェディーアは益々と婚期を逃してしまうような予感を覚えるのだった。







第六話　王都観光







　その日は俺が学園に入学してから、初めてのまともな休日だった。

　これまでも休みの日は何度かあったが、生活環境を整えるのに忙しくて息抜きをしていられる余裕はなかったからな。

　せっかくの休日だ。

　久々に自室に籠こもって本でも読んでいたいという気持ちもあるが、生あい憎にくと今日は先約があった。




『ねえ。次の休みの日に、出かけてみない？　勉強を教えてもらったお礼をしたいの』




　俺は図書館でエリザに言われた言葉を思い出す。

　今日はエリザに王都を案内してもらう約束だ。

　エリザは美お味いしい食べ物を多く知っているとか言っていたな。

　それに古本屋もあるとか。

　まあ、何にせよ街の中心部に出て、この時代の最新の文化に触れるのは、良い経験になるのだろう。

　しかし、一つ問題がある。

　アースリア魔術学園では生徒が外出する際には規定の『外出届け』を書かなければならないというルールが存在しているのだ。

　基本的には受理されるものらしいのだが、時々、意地の悪い担当に当たった日には外出許可が下りないというケースもあるらしい。




「アベル様。どうされたんですか？」




　不運に当たらないことを祈りながら歩いていると、見知った人物に声をかけられる。




「……リリス。何をやっているんだ。お前」




　校門前に置かれた椅い子すに腰を下ろしたリリスは、いかにも手持ち無ぶ沙さ汰たな様子で本を読んでいるようであった。




「はい。ワタシは生徒たちが無断外出しないか、見張り役をしているのです」

「なるほど。そういうことだったのか」




　それは都合がいい。

　俺に対して悪感情を持った教師が当番だった場合、外出許可が下りないという可能性も考えられた。

　特にあのカントルとかいう体育教師が当番だった場合、最悪のケースを覚悟していたのだが、リリスならば問題ないだろう。




「こいつを受け取ってくれ」

「……外出届けですか。珍しいですね」

「ああ。少し街の方に用事ができたものでな」




　俺の思い過ごしだろうか？

　書類を受け取ったリリスは、僅わずかに面白くなさそうな表情を浮かべているように感じられた。




「……そう言えばつい先ほど、アベル様と同じクラスのエリザという方からも同じような届けを受け取りましたよ」




　んん？　なんだろう。

　今日のリリスはいつもと少し様子が違っているな。

　具体的に言うとリリスの口から、俺以外の生徒の話題が出るのは初めてのような気がする。

　どれどれ。

　面白そうなので少々からかってやるか。




「そうだったのか。それは奇遇だな」

「アベル様はエリザという人とお出かけになるのですか？」

「さあ。どうだろうな」

「……アベル様。少々、こちらに来て頂けませんか？」




　次にリリスの取った行動は俺を驚かせるものであった。

　何を思ったのかリリスは、唐とう突とつに俺を校門前の木陰に連れ込んだのである。




「おい。一体何を……」

「アベル様……。失礼いたします」




　尋ねようとすると唐突に唇を塞ふさがれる。

　俺の口の中には、仄ほのかに甘い香りが広がることになった。




「はぁ……。んちゅっ……。アベル様……」




　ふう。この女の辞書にはＴＰＯという言葉はないのだろうか。

　学校の中では、こういう真ま似ねをするなと口を酸すっぱくして言っていたはずなのだけどな。

　俺たちが男女の関係を持っているということは、未だ誰にも打ち明けたことのないトップシークレットである。

　当然、これから先も誰かに話すつもりはない。

　何故ならば――。

　現在の俺たちの関係は教師と生徒。

　男女の関係を持っていることが周囲に知られれば、面倒事な事態に発展しかねないからな。




「ねえ。見てアレあそこにいるのってリリス先生じゃない？」

「本当だ。何をやっているんだろう」




　はあ。さっそく好ましくない事態に陥おちいることになってしまったな。

　木陰に隠れているとはいっても、俺たちは姿を完全に隠せているわけではないのだ。

　不審に思った女生徒たちがコツコツと足音を響かせて、俺たちの傍に近づいてくる。

　やや遅れて女生徒たちの接近に気付いたリリスは、慌てて俺から唇を離す。




「アベル君。何度も言っているでしょう。外出の際は事前に届けを提出するようにと。いいですか。前々から思っていたのですが、貴方あなたには伝統あるアースリア魔術学園の生徒という自覚が足りていません。そもそも……」




　やれやれ。

　この女、よくもまあ咄とつ嗟さにポンポンと口から出まかせを言えるものである。

　どちらかというと学園の教師としての自覚が足りていないのは、突然生徒に手を出してきたお前の方だと思うぞ。




「なあんだ。お説教か」

「ちょっと。何を想像していたのよ。まあ、実を言うと私も少しだけ期待はしていたけどね」




　それから。

　俺が単に注意を受けているだけだと捉えた女生徒たちは、何事もなかったかのようにその場を引き返していく。




「何を考えているんだ。いきなり」




　はあ。さすがの俺も肝きもを冷やしたぞ。

　早めに気付くことができたので今回は難を逃れたが、もう少しタイミングが遅れていたら大だい惨さん事じになっていただろう。




「申し訳ありません。唐突にアベル様とスキンシップを取りたくなってしまいまして」




　澄ました顔で言ってくれるな。

　そこで俺は考える。

　どうしてリリスは急にキスをしてきたのだろうか。

　まあ、いくら前世で恋愛経験に恵まれなかったからといって、ここで答えに窮きゆうするほど俺は鈍くもない。

　おそらくリリスは俺がエリザと外出することを知っていて、ヤキモチを焼いていたのだろうな。




「言っておきますが、別に嫉しつ妬とではないですからね」




　俺の考えていることを察してか、唐突にリリスが釘を刺してきた。




「なんだ。嫉妬か」

「嫉妬ではありません」

「珍しいな。お前が動どう揺ようしているところを久しぶりに見たような気がするぞ」

「と、ともかく。外出届けは受理しましたので、くれぐれも気を付けて外出をしてください」




　それだけ言うとリリスはクルリと踵きびすを返して、逃げるようにして俺の元から離れていく。

　ふう。

　これは意外な弱点を発見してしまったな。

　普段は澄ました表情のリリスであるが、自分が嫉妬していると思われることに対しては異様なまでに羞しゆう恥ち心しんを覚えるらしい。

　何故だろう。

　不覚にも俺は、この時リリスのことを少しだけ『可愛かわいらしい』と思ってしまうのであった。




　～～～～～～～～～～～～




　無事に学園を出ることに成功した俺は、ゆっくりと川沿いの道を歩いていた。

　ふむ。

　待ち合わせの時間までには、まだまだ余裕があるようだな。

　散歩がてらに街の景色を見物しつつも、王都の中心部に向かって歩いていく。

　俺たちのいる西地区はアースリア魔術学園の他にも、研究機関や学園が多くある地区だ。

　その為、学生たちの姿もちらほらと目に入る。

　同じ学園の生徒もいれば、全まつたく見たことない制服の学生もいる。

　彼らを横目に中央地区へと歩いていく。

　天藍石ラズライトのように青を含んだ石いし畳だたみの道を抜けた先に、待ち合わせ場所として指定された時計台があった。

　どれどれ。

　時間は一一時前くらいか。ちょっと早く着き過ぎたな。

　しかし、どうやら待ち合わせの人物は俺よりも更に早く到着していたらしい。




「すまない。待たせたか？」




　人ごみを搔かき分けて進んで行くと、目的の人物はそこにいた。

　普段と同じ制服姿ではあるが、バックに時計台があるだけで雰ふん囲い気きが違って見えるものなのだな。

　この女の場合、なまじ見てくれが良いだけに何ど処こにいても絵になってしまうのが腹立たしいところである。




「いいえ。今来たところだけど……」

「けど？」

「少し驚いちゃって。アベルの口から『すまない』なんて言葉が出るとは思っても見なかったから」




　はあ。相変わらず口の悪い娘だ。

　この女は俺のことを一体何だと思っているんだ。




「さあ。行きましょう。今日はアタシが貴方あなたのことをエスコートしてあげるわ」




　ふう。エスコートねえ。

　我ながらこんな小娘を頼りにしなければならないとは情けないものである。

　だが、俺としても早いうちに王都の中心部に足を運び、この時代の文化の最先端を学んでおきたいと考えていたのだ。

　エリザのやつが何を思って俺を外出に誘ったのかは不明であるが、ここは彼女の厚意を利用させてもらうとしよう。




「まずは、そうだ。せっかくだからこの時計台見ていかない？　中が展望フロアになっているのよ」

「ああ。構わないぞ」




　どうやら俺たちの今いるこの時計台は、『ルーウェン記念時計台』というらしい。

　一体何を記念して作られたものなのかは定かではない。

　俺にいた二〇〇年前の時代には、見たことも聞いたこともなかったような名前である。




「ねえ。アベル。知ってた？　この時計台、今日みたいな晴れた日には王都全域が見えるんだって」




　子供のように声を弾ませるエリザを尻目に、時計台の中の狭い階段を登っていく。

　その階段の途中で、少し面白そうな機械があった。

　なるほど。

　これは面白いな。

　この時計台についている巨大な時計の中身の部分だ。

　大小様々なゼンマイと、絶え間なく動くアンクル。

　巨大なカラクリ仕掛けの時計の仕組みは、精巧で規則正しく、何時間でも見続けることができそうな不思議な魅力があった。




「見て！　今日は海まで見える！」




　少し先を歩くエリザが時計台の中の小窓を覗のぞきながらそう言った。

　ふむ。春先らしく天候に恵まれているからか、随ずい分ぶん鮮やかに海が見える。

　その海に浮かぶのは、船……いや。




「あれは何だ？」

「えっ。あれって、あの蒸気船のこと？　アベル、蒸気船をしらないの？」

「蒸気船というと、魔石燃料を使って海を渡るあれのことか」




　煙突から雲みたいにもくもくとした煙を吐きだしながら海を行く蒸気船。

　この距離からはっきり見えるということは、中々の大きさだろう。

　その他にも大小様々な物をエリザに尋ねた。

　エリザはなんだかんだと言いながらも答えてくれる。

　ふうむ。やはりエリザがいてくれて少し助かったな。

　大抵のものは本で知識として頭の中にあったのだが、やはり実際に自分の目で見るのは感かん慨がい深い。

　今日は一日、色々な物を見ることができそうだ。




　～～～～～～～～～～～～




　エリザと二人で整備の行き届いた王都を歩く。

　しかし、驚いたな。

　これでも俺は今のこの時代に新しく生まれた文化について、それなりに学んできたつもりだったのだ。

　だが、実際はどうだ。

　この街は未だに『よく分からないもの』で溢あふれている。

　その最たる例が今目の前にあるこの店だろう。




「この店は何だ？」




　興味が湧いたので隣を歩くエリザに尋ねてみる。

　そこにあったのは、ガチャガチャと騒がしい音も響かせている謎の店であった。

　集まっている客層は様々で、老ろう若にやく男なん女によ、学生もいれば年寄りもいる。




「う～ん。なんと説明したら良いのだろう。巷ちまたでは遊技場ゲームセンターと呼ばれている場所らしいわ」

「遊技場ゲームセンター？　何をする場所なんだ？」

「時間を持て余した人たちが、時間を潰すためにお金を浪費するための店ね」




　なんだ。その謎の店は。

　今の説明で逆に少しだけ興味が湧いてきたぞ。

　二〇〇年前に比べて、魔術師のレベルという意味では衰退した現代であるが、とりわけ『娯ご楽らく』に関しては著いちじるしい発展を遂とげているように思える。

　おそらく長らく平和な時代が続いたことにより、人々の興味が『戦闘』から『気晴らし』にシフトした結果なのだろう。




「せっかくだし少し寄ってみるか」

「ええ。いいわよ。実を言うとアタシも、こういう場所にはあまり行ったことがなかったのよね」




　自動扉を潜り遊技場の中に入る。

　中は、なんというか独特な空気に包まれていた。

　外界から遮しや断だんされた空間で、カードゲーム、チェスといった見知った卓上競技もあったが、中でも圧倒的な存在感を放っていたのは、あの一番奥にあるものだ。

　絶えずガシャガシャと大きな音を響かせている怪しげな道具である。

　昔、本で読んだことがある。

　たぶんあれは『パチスロ』と呼ばれる遊具だろう。

　スロットの遊び方は下記のようなものである。

　まず客は胴元から購入したコインを賭かけ、マシーンに投入する。

　スロットは一定の確率で大当たりをしてコインを増やす。

　このコインは現金との交換が可能らしい。

　俺からするとよく分からない心理なのだが、客たちは増える『かもしれない』コインを目当てに大金を注ぎ込んでくれるのだとか。

　ふと、俺の隣の骸がい骨こつの模造品がカタカタと喋しやべりだした。




「学生ガクセーども、その先の回胴式筐キヨウ体タイな、未ミ成セイ年ネンは遊ゆう戯ぎできねぇよ。あっちの全年齢ゼンネンレー向けを使いな」




　おせっかいにどうも。と思いつつも、スロットコーナーの方をちらりと見る。

　客たちは何かに取りつかれたかのようにスロットをプレイしている。

　一体何がここにいる人間たちを駆り立てているのだろうか？

　まあ、興味は持っても分かってはいけない世界だな。




「なんというか凄すごい世界ね」

「ああ。まったく未知の文化という感じがするな」




　俺たちは骸骨の模造品が指さした方に移動する。

　手動のドアを開けて隣のフロア。

　こちらの側は随ずい分ぶんと雰ふん囲い気きが違うな。

　ギラギラとした雰囲気のスロットコーナーとは違って、全体的に緩ゆるい感じの雰囲気で、明るい照明が降り注いでいる。




「ねえ！　見て！　あそこに面白いものがあるわ！」




　そう言ってエリザが指したのは、これまた奇妙な形をした筐体であった。

　四角い透明な箱。

　上部にあるアームと呼ばれる、竜の手のような部品。

　ふむ。この筐体も以前に何かで読んだな。

　たしかこの筐体は『クレーンゲーム』という名前の遊具である。




「わ～。見て見て。『ミニマムモンスター』の人形がある！　アタシ、このシリーズが好きなのよね」




　数ある筐体の中でも取り分けエリザが興味を示したのは、デフォルメされたモンスターの人形だった。

　んん？

　良く見るとこの人形、何ど処こかで見覚えがあるな。




「ミニマムモンスター、とは何だ？」




　俺が問うと、エリザは『待っていました！』と言わんばかりの様子で解説を始める。




「ミニマムモンスターは、かつてこの世界に存在したとされる伝説の魔獣たちをキャラクター化したものなの。その数は、全部で二〇〇種類以上！　最近は都心の若者を中心にジワジワと人気が広がっているらしいわ」

「……なるほど。そういうことだったのか」




　道理で見覚えのある姿をしていると思った。

　このケースの中に入れられているモンスターは、どれもこれも俺がかつて戦ったことのある奴らばかりであった。




「アタシが好きなのは、断然このジャミスっていうキャラクター。外見はお世せ辞じにも女の子から『キャー』と言われるような感じじゃないんだけど、たぶん普通に戦って強いのはこういうやつだと思うのよねえ」




　なるほど。

　何より『強いもの』好きのエリザらしい意見だな。




「実際、そうだな。ジャミスは強敵だった」




　獅子の頭と蛇の体を持ったジャミスは、地下から湧き上がった魔素の暴走によって突然変異のごとく出現したモンスターであった。

　その全長はおよそ五メートル。

　普通よりも巨大な方に含まれる魔獣だった。

　ジャミスの最も厄やつ介かいだったのは、こいつの吐く特殊な息の性質だ。

　コイツの息はあらゆる有機物を石に変える性質があり、通常の冒険者では太た刀ち打うちすることができず、俺の所属する勇者パーティーが派遣されることになった。

　あの時は大変だったな。

　俺たちが駆け付けた時には、既にジャミスが三つの村を石に変えた後だった。




「石化の息吹いぶきが厄介だったが、風の魔術を活用してなんとか討とう伐ばつしたんだよな。しかし、その後、村の人を助ける為に『解石魔術』を開発することになってな。あれには苦労したものだ」




　エリザと目が合う。

　ふむ。俺としたことが迂う闊かつだった。

　過去に戦った『強敵』について話をする時についつい饒じよう舌ぜつになってしまうのは、昔からある俺の悪あく癖へきの一つだ。

　なんと言っても前世の俺にとって『戦い』とは、最大の娯楽と言っても過言ではないものだったからな。

　人間というものは楽しかった記憶を語る時、普段よりも多く舌が回るものなのだろう。

　不意にエリザがクスリと笑う。




「アベルもそういう冗談言うのね。なんだか意外」

「……ああ。まあ、な」




　冗談ではなく事実なのだが、この場は冗談として流してもらうとしよう。

　エリザがケースの向こうのジャミスを見ながら溜息を吐いた。




「アタシ、変なのかな？　もっと可愛かわいらしいモンスターは、他にもたくさんいるのだけどね」




　ふう。エリザも年頃の娘のようなことを言うのだな。

　実際『周囲と違うことに悩む』のは、エリザのような年代の人間に多く共通することだろう。




「別に普通だと思うぞ。外見よりも大切なのは各おの々おのが内に宿している『本質』だからな」

「そっか。そうだよね」




　俺の言葉が気に入ったのかエリザは、何度もコクコクと首を縦に振って頷うなずいていた。

　まあ、実際のジャミスはこんな可愛いものじゃなかったけどな。

　このケースの中にいるジャミス人形は適度にデフォルメ化されていて、親しみやすいデザインとなっている。




「はあ……。何故か、このアンバランスなボディラインがアタシの心を摑つかんで離さないのよねえ」




　その後もエリザは恥ずかし気もなく尻を突き出して、ジャミスの人形を食い入るように見つめていた。

　やれやれ。

　お前はもう少し人目を惹ひく自分の外見に自覚を持った方が良いと思うぞ？

　エリザの無防備な姿に惹かれてか、周りの男たちの視線がこちらに集まってくるのを感じた。




「欲しいのか？　この人形」

「えっ」




　図星を突かれたエリザは、あからさまに動どう揺ようしているようだった。

　仕方ない。

　サクッと取ってこの場から出るか。

　俺は制服のポケットの中から革財布を取り出した。




「ほ、欲しいけど……。不可能よ！　こんな小さなアームで大きな人形を摑めるはずがないわ！」




　エリザの言葉には一理ある。

　というのも、この『ミニマムモンスター』の入っている筐きよう体たいは少し人気があるらしく、誰かが何回かやった形跡があった。

　中の人形が何体も倒れている。

　しかし、誰も取れていないようだ。

　もしや。と思い、解かい析せき眼を発動して、この遊具の構造を分析する。

　やはりな。

　この筐体は、そもそも人形を取らせる気がないようだ。

　アームの力は最低値に設定されており、いくらお金を注ぎ込んでも取ることは難しくなっているようだ。

　それにアームを動かす操作性もわざと悪く設定されている。

　悪徳商法もいい所だな。

　安心した。これならば俺も心置きなくやることができる。




「分かってないやつだな。その不可能を可能にするのが俺たち魔術師の役割だろう」




　何も人形を盗む訳じゃない。

　俺はしっかりと筐体の中に規定金額のコインを入れる。

　付与魔術発動――《握力強化》。

　後はレバーを操作して、アームの位置をジャミスの上に移動するだけでいい。




　ガランッ。コロコロコロ。




　いとも容易たやすく人形を入手する。

　二〇〇年の時を超えて行われたジャミスとの再戦は存外、呆あつ気けない形で幕を下ろすことになった。




「ほら。お前が欲しかったのはコイツだろ」

「えっ……？」




　人形を受け取ったエリザは暫しばらくの間、『何がなんだか分からない』と言った様子で困惑していた。

　やがて、手にした人形で顔の下半分を隠したエリザは、ようやくそこで重い口を開けた。
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「……い、一応、受け取っておくわ。大切にする」




　無事に人形を入手した俺たちは遊技場を後にした。

　何故だろう。

　それ以降、エリザは一向に俺と目を合わせようとしないで、妙に余よ所そ余よ所そしい雰ふん囲い気きになるのだった。







第七話　クレープを食べる







　それから暫しばらくの間はエリザが俺と目を合わせることはなかった。

　結局、エリザがいつもの調子を取り戻したのは、とある飲食店に入ってからだった。

　運ばれてきた料理は俺にとって、見慣れないものであった。

　現代において、薄く焼いた小麦粉にフルーツ、クリームなどの甘味を挟んだ料理を、『クレープ』と呼んでいるらしい。




「んん[image: ][image: ]！　美お味いしい！　やっぱり『白連堂』のクレープは別格ね！」




　イチゴと生クリームたっぷりのクレープを頰ほお張ばりながらエリザは笑顔を浮かべている。

　それにしてもコイツ、さっきから食べ過ぎなんじゃないだろうか。

　この店に入る前にも数件の外食店に寄ってきたはずなのだがな。

　エリザの体が、歳としの割に発育が良い理由が分かったような気がする。

　人通りのまばらなオープンテラスの中、エリザと二人でクレープなるものを食べる。

　俺が選んだのはビターチョコレートとアーモンドが入ったクレープだ。

　この判断は正解だった。ほどよい甘さで食べやすい。




「ね。それ一口、頂ちよう戴だいよ」




　ふう。こういう時に隣の人間が食べているものほど美味しく見えてしまうのは、いつの時代も共通しているのだろうな。




「いいぞ。ほら」




　俺はエリザに対してクレープを差し出す。

　エリザは大きく口を開けてガブリとクレープに齧かじり付いた。




「ん[image: ][image: ]！　こっちも美味しいわね！　アベルも一口、どう？」

「ああ。頂こうか」




　エリザが差し出した生クリームたっぷりのクレープを齧る。

　ふむ。かなり甘いな。

　だが、この甘さは砂糖由来のものではなく、ミルク本来の甘さが際立つように計算されて作られたものである。

　どちらかというと俺は甘いものが得意ではないのだが、この店のクレープならば苦なく食べられるような気がする。




「どう？　美味しい？」

「ああ。美う味まいぞ」

「ふふふ。そうでしょ？　アタシの一押しなんだから。この店は！」




　得意気に大きな胸を張るエリザ。

　さながらその様子は、自分が作った料理を褒ほめられたかのようであった。




「しかし、意外だな。お前は案外『こういうこと』を気にしないタイプだったのだな」

「えっ。『こういうこと』って？」

「俺はよく知らんのだが、前に小説で読んだことがある。他人が口を付けた箇か所しよに自分も同じように口を付けることは『間接キス』と呼ぶらしいぞ」

「[image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」




　俺が指摘をするとエリザは、何かを察したボッと頰を赤くした。

　んん？　もしかしてお前、食べることに夢中で気付いていなかっただけなのか？

　相変わらずの食欲モンスターだな。

　食い意地の張った奴だとは思っていたが、これほどまでとは予想外である。




「すまん。無ぶ粋すいなことを言ったな」

「べべべ、別にー！　か、間接キスくらい別に普通だし！　全然、まったく、これっぽっちも気にしていないんだから！」

「そうか。まあ、ならいいのだが」

　あからさまに動どう揺ようしているようにも見えるが、本人が否定しているので、そういうことにしておくとするか。
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　先程のリリスの一件といい、今回のエリザといい、女心というのは本当に分からないものである。




　～～～～～～～～～～～～




　クレープを食べた俺は、同じ店で食後のハーブティーを嗜たしなんでいた。

　ふうむ。

　エリザがオススメするだけあって、この店はなかなか良い趣味をしているな。

　単に提供される商品の質が良いというだけでなく、店の内装、外観もセンスが良くて小こ洒落じやれている。

　だがしかし。

　何より俺が気に入ったのは、この店のオープンテラスから見える街の景色である。




「この通りの雰ふん囲い気き。他とは少し違うみたいだな」

「ああ。やっぱり分かる？　この通りだけは王都の中でも特別なのよね」




　特別か。確かにそうだな。

　磨みがかれた大きめの石を利用した石いし畳だたみの床と、ちょっとデコボコとした石の壁。

　格こう子しのある窓に古ぼけた街灯が等間隔で並ぶ街並み。

　そうだな。まさしくこの光景を言い表すと。




「レトロな感じが良いのよねー」「何ど処こか懐かしい雰囲気だな」

「えっ？」「んん？」




　そうか。

　俺にとっては『懐かしい雰囲気』は、この世界の人間にとっては『レトロな雰囲気』と感じるわけか。

　俺の発言を受けたエリザは、あからさまな疑惑の視線をこちらに対して向けていた。




「……ねえ。聞いて良いかしら。アベルって一体何者なの？」




　ふう。遅かれ早かれ聞かれることだとは思っていたが、その時が来てしまったようだな。

　しかし、この場合、なんと答えるのが正解なのだろうか。

　俺が二〇〇年前の時代から転生した魔術師だということは、この世界では今のところリリス以外には知られていない情報なのだ。

　当然、絶対に秘密にしなければならないというわけではない。

　だが、あまり広く知られてしまうと、何かと厄やつ介かい事ごとに巻き込まれるリスクが上がることになるだろう。

　それは俺の求める平穏な人生、ひいては『平穏な学園生活』を考えると望ましくはない展開ではある。




　と。




　やれやれ。このタイミングで来るのか。

　その前に一つ、早急に片づけなければならない問題が発生してしまったようだな。




「エリザ。少し体を横にどけてくれるか？」

「えっ。こ、こういうこと？」

「ああ。そんな感じだ」




　標的の座標を確認した俺は素早く魔術を構築する。

　どれどれ。

　ターゲットまでの距離はザッと二〇〇メートルといったところか。

　この程度の距離であれば基本魔術の火炎弾に《弾速強化》の追加構文を施ほどこしておけば十分だろう。

　撃げき墜ついの確認は不要だ。

　あの程度の的まとに俺が当てられないはずがない。




「え……？」

「すまない。虫が止まっていたものでな」




　やれやれ。

　ここのところ俺の回りを嗅かぎまわっている人間の執着心には呆あきれるばかりである。

　最初は『学園内だけなら』ということである程度は目を瞑つむっていたのだが、休日まで監視されるとなると話は別だ。

　そろそろ何か対策を打とう。

　いい加減、相手にするのも面倒になってきた。




「ねえ。アベル。もしかして今、本気で魔術を使ったんじゃ……？」




　んん？　今の魔術が俺の本気？

　たしかにそうか。

　先程の魔術は、以前にエリザと戦った時に比べると、僅わずかに力を入れていたような気がする。

　というのもあの魔道具レガリアは存外、素早く動くことができるのだ。

　あからさまに手を抜いたものでは、避けられてしまう可能性がある。

　しかし、随ずい分ぶんと俺も下に見られたものだな。

　あの程度の魔術が本気と捉えられてしまうのは、思いも寄らなかった。




「バカバカしい。目の前の羽虫を追い払うのに、本気の魔術を使う人間が何ど処こにいるんだ」

「そ、そうよね……。あっ！」




　瞬間、エリザの手からティーカップが滑り落ちそうになった。

　この店で使われている食器は、あからさまな量産品とは少し違う。

　オーナーの拘こだわりが感じられる一点物が大半を占しめている。

　やれやれ。

　後々になってトラブルに巻き込まれるのも面倒だ。

　俺は素早く手を伸ばして、地面に落ちる寸前のタイミングでティーカップをキャッチする。




「ん。取れたか。次からはキチンと持っておけよ」

「……あ、ありがとう」




　さてさて。一体何の話をしていたんだっけな。

　俺は目の前のハーブティーを飲んで口の中を潤すと、本題を切り出すことにした。




「すまない。話が脱線したな」

「ううん。いいの」

「んん？」

「……さっきの話は何でもないから。忘れてくれると有り難いわ」




　はあ。心変わりの早いやつだな。

　だが、エリザがそう言ってくれるなら俺としても都合が良い。

　今このタイミングで真実を話すつもりはないが、自分の出自に関してウソを吐くのも心苦しいと思っていたのである。

　こうして無事に王都観光という目的を果たした俺は、エリザと共に中央区画を後にするのだった。







第八話　VSクロノス幹部







　エリザと共に学生寮を目指していると、またしても俺の様子を監視する不穏な視線を感じた。

　ふう。この視線、いつもの魔道具レガリアではないな。明らかに生身の人間のものである。

　ようやく俺の行動を監視している連中も重い腰を上げたのか？

　これは好都合だ。

　長らく続いた不毛ないたちごっこから、解放されることになりそうだ。




「エリザ。悪いが、今日のところは先に帰ってくれないか」

「え。どういうこと？」

「悪いな。少し街の方でやり残したことを思い出したんだ」




　どうやら連中の用事は俺にあり、エリザには特に興味を示していないようだ。

　そうと分かれば無闇にエリザをトラブルに巻き込むこともないだろう。




「分かったわ。アベル。それじゃあ、また明日。学校で」

「ああ。気を付けて帰るんだぞ」




　少しだけ名残なごり惜しそうな表情を浮かべていたエリザは、クルリと踵きびすを返して俺の元を離れていく。




「さてと。いるんだろ。出てこいよ」




　先程から俺の様子を窺うかがっている視線は二人分あった。

　取り立てて優れた魔術師のようには見えないが、この世界のレベルを考えると『それなり』と考えることができるかもしれない。

　少なくとも、俺がこの世界で出会った魔術師の中ではトップクラスの上物のように思える。




「ふふふ。こちらの目的を理解して、女の方を先に逃がしたのね。ワタシ、頭の良い子は好きよ」




　まず一人目、どこからともなく、景色の中から浮かび上がってきたのは、身長一七〇センチくらいの女だった。

　眼の色は灰。

　ふむ。灰眼の魔術を使って、自分の体色を周囲の景色と同化させていたのか。

　裸同然の格好をしているのは、魔術の精度を少しでも上げようという彼女なりの工く夫ふうなのだろう。

　同じような魔術に見えて、服の色を変化させるのは黒眼系統の領域だからな。

　得意系統以外の魔術では、どうしても粗あらが出やすくなってしまうのである。




「カァー！　いよいよオレもヤキが回ったか！　こんなガキに気配を悟られることになるとはねえ！」




　次に二人目、木の枝に足をかけて、上下逆さの状態で登場したのは、三〇代半ばの中年男だった。

　眼の色は緑。

　風属性の魔術を得意とする魔術師だな。

　男が身に纏まとっていたのは、東の島国で伝統的に用いられている『忍しのび装しよう束ぞく』によく似たものである。

　翡ひ翠すい眼がんの魔術師は風属性の魔術を利用して、自身のスピードを強化することを得意としている。

　尾行の方法から察するに、この男もオーソドックスな戦い方をする翡翠眼の魔術師の可能性が高いだろう。




「さすがはアイツが認めるだけのことはあるはね。なかなか興味深い逸いつ材ざいだわ」

「勘弁してくれよ。その若さで、オレたちの尾行に気付くとは、とんだ化物が現れたもんだぜ」




　一つ、分かったことがある。

　会話の内容から察するに、この二人は自分の意思ではなく、誰かの依頼によって俺の元に近づいてきたのだろう。

　まあ、依頼主の正体については薄々と気付いてはいるのだが、答え合わせのつもりで聞いておくとするか。




「お前たちの依頼主は誰だ？　何が目的で俺の監視を指示している？」




　俺が尋ねると、忍装束を着た中年の男は僅わずかに口角を釣り上げる。




「悪いな、坊ぼう主ず。これでもオレたちはプロなんでな。依頼人の名前は死んでも割る事ができねえんだわ」

「そうか」




　それは俺としても好都合な返事だ。

　ここでアッサリと口を割るようでは俺としても張り合いがない。




「んじゃ、坊主。気の毒だが、お前にはここで死んでもらうぜ」

「こんな可愛かわいい子がターゲットなんて……。ゾクゾクしちゃう」




　二人の刺し客かくたちは、それぞれ魔道具を手に取ると臨戦態勢に入る。

　ふう。

　それにしても本当に不ふ憫びんな連中である。

　この世界に転生してからの俺は、暫しばらく本気で戦うことができないでいたので、フラストレーションが溜まっていたのだ。

　俺にとっては二〇〇年振りに見つけることができた『良質な玩おも具ちや』だからな。

　悪いが、今日の俺は全まつたく手加減ができる気がしない。




　～～～～～～～～～～～～




　この世界には虫と喧けん嘩かする人間はいない。

　同じように、猿と星を語り合う人間がいるわけもなく、彼と魔術を語り合う人間は誰もいなかった。

　現代魔術師の中で最さい高こう峰ほうの魔術知識を有すると目されているエマーソンの才覚は、幼少の頃から発揮されていた。

　彼は学生になるよりも早く、親から与えられた魔道具を解体して、新しい魔道具を作り始めていた。

　学生になってすぐに着手したのは、より便利でより高威力の魔術を発動できる魔道具の開発。

　彼の手掛けた魔道具の全ては革新的だった。




『いいよなぁ。天才は……』

『ごめん。オレにはキミの考えは分からないよ』

『なあ。最近のアイツ、調子乗ってね？』

『ケッ……。どうせ腹の中ではオレたち凡人のことを見下しているんだろ』




　しかし、圧倒的な才能というものは、時に底知れない孤独を生みだすものである。

　魔術学園に入学した当初こそ、エマーソンは他人に自分のことを理解してもらう為の努力をした。

　だが、エマーソンは気付いてしまった。

　どうして自分より劣った人間の為に、レベルを合わせる必要があるのだろう？

　苦しみがあった。歯は痒がゆさがあった。

　誰もが経験する他人との違いという壁が、天才だったエマーソンには常人より多く現れた。

　気付けば、エマーソンは気力を失っていた。

　ダイヤモンドは磨みがかれなければ輝かない。

　しかし、ダイヤモンドを磨く為には、同じダイヤモンドか、それ以上に硬い何かが必要不可欠だ。

　どんなに才気ある者でも、自分と同等か、より優秀な魔術師に会うことができなければ、もう磨きようがないという閉へい塞そく感に繫つながっていく。

　平たく言えば、エマーソンはこの世界に対してどことなく飽あいていたのであった。

　だが、そんなエマーソンの価値観せかいは変わりつつあった。

　エマーソンの価値観を変えたのは、アベルという少年の存在であった。

　ここ最近のエマーソンにとっての楽しみは、アベルという少年を監視して、その実力を測ることにあった。

　しかし、長きに渡る監視作業も今日で終わりを告げることになるだろう。




（ふう。そろそろ戦いも終わっている頃合いでしょうか）




　いかにアベルが驚異的な力を持っていたところで、今回の刺し客かくには太た刀ち打うちできるがはずがない。

　それというのも今回エマーソンが放った二人の刺客は、戦闘のプロフェッショナルだからである。

　疾風のバルドー。幻惑のミュッセン。

　この二人は同じ魔術結社クロノスに所属するエマーソンの同期であり、世界最高ランクの魔術師と評される実力者だった。

　基本的に他人を認めることのないエマーソンであるが、今回の二名の戦闘能力に関しては絶大な信頼を寄せていたのである。




（さてさて。どんな結果になっているか楽しみです）




　二人の刺客には撮影用の魔道具を与えて、戦闘の様子を記憶するように依頼してある。

　世界最高峰の魔術師を二人同時に相手にして、アベルという少年が何ど処こまで戦えるか？

　今回の結果で、アベルという少年の正体を摑つかむことができるに違いない。

　胸を高鳴らせながら、エマーソンが彼専用の地下研究室に戻った直後であった。




「すまない。邪魔しているぞ」

「なっ――!?」




　エマーソンは絶句していた。

　何故ならば――。

　部屋に入るなりエマーソンの視界に入ってきたのは、優雅にコーヒーを嗜たしなんでいるアベルの姿だったからである。




「一体どうやって入ってきたのです？　この部屋に施ほどこした結界は二つ、三つでは効かなかったと記憶していたのですが」

「そうか。あれは結界のつもりだったのか。すまんな。ペラペラの紙でも挟んでいるのかと思ったよ」

「…………」




　エマーソンは主として、物体を変化、強化させることに長たけた『黒眼』の持ち主である。

　当然、他人の目を欺あざむいて寄せ付けない空間を作成する『結界』については専門領域だ。

　その為、彼の作り出した『結界』を破ることができる人間は、魔術結社クロノスの同どう胞ほうの中にもそう多く存在していない。




「残念。やっぱりアベル君には敵かなわないなぁ。それで一体、ボクに何の用なのかな？」




　しかし、不測の事態を受けてもエマーソンは冷静だった。

　こういったケースにおいて重要なのは、闇やみ雲くもに取り乱して相手にペースを握られないことである。




「単たん刀とう直ちよく入にゆうに言う。今すぐに俺の監視を止めろ」




　静かに、だが、確かな意思が感じられる声でアベルは言った。




「ははは。何のことか分からないなあ」

「とぼけても無駄だ。お前の仲間が洗いざらい吐いてくれたよ。ここ最近、俺を監視するための魔道具を飛ばしていたのはお前だったのだろ？」

「――――ッ!?」




　その時、エマーソンはアベルという少年に対して底知れない恐怖を抱くことになった。

　二人が戦いに負けるということ自体が信じられないことなのだが、それ以上に信じられないのが、二人が口を割ったことにあった。

　洗脳魔術の類たぐいを使用したのか？

　戦闘のプロである二人が依頼人の名前を吐くようなことは、絶対に有り得ないはずであった。




「……もし、断ると言ったら？」

「今この場でお前を殺す」

「――――ッ!?」




　瞬間、エマーソンは全身の血液が全て逆流したような錯さつ覚かくに見舞われた。

　悪お寒かんが広がり、筋肉が硬直する。

　これは、殺気だ。

　そう気付いた時、エマーソンは手の震えを抑えられずにいた。




「……分かりました。今回はボクの負けです。アベルくんの要求を全面的に受け入れましょう」




　尋じん常じようではない殺気に中あてられたエマーソンは、喉のどの奥から絞しぼり出したかのような声で回答する。




「そうか。それは良かった」

「……一つ聞かせて下さい。キミの目的は何なのですか？　どうしてウチの学園に？」




　エマーソンにとって理解ができなかったのは、アベルほどの人物がどうしてレベルの低い学生たちに混ざっているのかということであった。




「俺の目的は『平穏な学園生活』を送ることだ。それ以上のものは何もないよ」

「ハハハ。正気ですか？」




　予想外の返答を受けたエマーソンは、メガネの奥の瞳を僅わずかに曇らせる。

　自分と同等か、それ以上の才能の持ち主が、一いつ介かいの学生の中に埋もれていて良いはずがない。




「アベル君。キミの力があれば何だって手に入る！　そうさ！　その気になれば、この世界を自分の思うままに変えることだってできるのですよ！」




　その言葉は半分、エマーソンの願望であった。

　無能な老害を隅に追いやり、自分を中心とした世界を作ることはエマーソンの悲願であった。

　だが、残念ながらエマーソンにはそれだけの力がなかった。

　どんなに才能に長けていたとしても一人の人間が世界を変えられるような時代は、とっくに終わりを告げていたのである。

　少なくともエマーソンは、今この瞬間まではそう考えていた。




「……世界の変革か。そんなものには興味ない」




　それだけ言い残すと、アベルはエマーソンの研究室を後にする。

　誰もいない研究室で、エマーソンは立ち尽くしていた。

　なんという殺気だ。

　現存する魔術師たちの中でも、最強の名を冠するものたちが集つどうとされる、《魔術結社クロノス》に所属するエマーソンは、これまで数多あまたの分野の『天才』たちと相対した経験があった。

　だがしかし。

　アベルの放つ異質な雰ふん囲い気きは、これまでエマーソンが出会ってきた天才たちとは一線を画す。

　その全てを一瞬で過去のものにするほど苛か烈れつなものであった。




「ハハハ……。こんなもの……。あの二人如ごときでは相手が務まるはずがないですね……」




　両手にはまだ震えが残っている。

　不意に違和感を覚えて服を捲めくると、エマーソンの体は夥おびただしい量の汗が滲にじんでいた。




「……アベルくん。やはりキミは素晴らしいよ」




　不思議と清々しい気分であった。

　どんなに手を伸ばしても届きそうにない壁が傍にある。

　その事実は次第にエマーソンの胸の鼓動を早めていく。

　これまでにない充実感に満たされたエマーソンは、自らの頰が緩ゆるんでいくのを抑えることができないでいた。




「ふふふ。アベル君。いつかボクは必ずキミを超えてみせる……！」




　鏡の前に立ったエマーソンは一人、不敵な笑みを零こぼすのだった。
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第九話　エリザの初恋







　一方、その頃。

　街から戻ったエリザは自室に戻って、シャワーを浴びていた。




「……楽しかった。こんな日はいつ以来かしら」




　シャワー室から出たエリザは、ふわふわしたマシュマロのようなバスタオルで体に付着した水みず雫しずくを拭ぬぐう。

　猫の刺し繡しゆうの入ったお気に入りのピンク色の下着を身に付けてから、髪を乾燥させる為の『ドライヤー』という魔道具レガリアのスイッチを入れた。

　熱風が送られる。

　ドレッサーの前に座り、自分の長い髪を乾かしていく。
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　エリザの髪はストレートに近いが、少しだけ癖くせがある髪質だ。

　キチンと手入れをしておかないと跳ね上がってしまい、見栄えが悪くなってしまうのである。




「今日のアベル……。格好良かったなぁ……」




　不意にエリザの脳のう裏りに過よぎったのは、最近、何かと気になっている琥こ珀はく眼がんの少年、アベルの姿だった。

　髪の毛の手入れを終わらせたエリザは、下着姿のままベッドの上に寝転がった。




「はあ……。アタシのバカ。どうして肝かん心じんなことを聞けなかったのだろう……」




　答えならとっくに自分の中で出ている。

　真実に迫ることによって、アベルとの関係が変わるのが怖くなってしまったのだ。

　アベルという少年が一体どういう素す性じようを持ち、どういった経緯で、あれほどまでの力を身に付けたのか――。

　それは学園の入学試験を受けて以来、エリザにとって最大の謎として残り続けていた。




「アベルの奴……。今頃何をしているかなぁ……」




　枕元に置いてある『ジャミス』の人形を手た繰ぐり寄せる。

　人形をギュッと抱き締めてから、子猫でも抱き上げるように持ち上げた。

　勉強、スポーツ、果ては遊技場ゲームセンターのクレーンゲームに至るまで、本当にアベルは何でも出来てしまう。

　クラスメイトたちは気付いていないだろうが、エリザだけは薄々と勘づいていた。

　以前、ハウントの授業で、内部生たちが放った術弾ブレツトが一斉に消失するというアクシデントが起きたことがあった。

　最終的にあの事件は、魔道具の不調が原因ということで結論が出たが、エリザの見解は違っていた。

　あの日に起こった奇跡は、アベルの魔術によるものだったのだろう。




（なに……？　この感じ……!?）




　抑えようとしても抑えることができない。

　唐とう突とつに湧き上がった『アベルに会いたい』という気持ちはエリザの胸の中で増幅して、彼女を苦しめる。

　幼少期より厳しい環境に身を置いて、異性と接した経験の少ないエリザにとっては、今まで味わったことのない未知の感覚であった。




「そうだ……。今日の人形をもらったお礼、まだ言ってなかったっけ……！」




　悩んだ挙あげ句くにエリザは夜間にアベルに会いに行くための口実を閃ひらめいた。

　だが、一つだけ問題がある。

　アースリア魔術学園の校則には、『異性の部屋を訪れてはならない』というルールが存在しているのだ。




「いや、でも待って……！」




　名案を閃いたエリザは、学生鞄かばんの中に仕舞っていた生徒手帳を取り出した。

　目を皿にしながらも校則を読み直す。

　やはりそうだ。

　前述のルールは『緊急性の高い問題が発生した時』に限っては、特別に免除されるケースもあるらしい。




「……大丈夫。お礼を言っていなかったことは、アタシにとっては緊急性の高い問題だし！」




　学園のルールを都合の良いように解釈したエリザは、制服に着替えて、さっそくアベルの部屋に向かうのだった。




　～～～～～～～～～～～～




　アースリア魔術学園の一年生棟は、男子たちの部屋が一階と二階、女子たちの部屋は三階と四階という風に分けられていた。

　しかし、ここで問題が一つあった。

　男女の部屋を分ける二階と三階の間には、常に教師たちの監視の眼が行き届いているのである。

　毎日、夜が更けると、階段の前の宿直室に見張りの人間が滞在することになっていた。

　つまりは、消灯の時間になると、二階と三階の行き来は完全にできなくなるようになってしまうのである。




（……仕方ない。背に腹は替えられないわね）




　普通に階段を下りたところで教師に発見されてしまうのは必然だった。

　残されたルートは外。

　二階の窓を使ってアベルの部屋を目指すしかない。

　覚悟を決めたエリザは三階の窓を開いて、近くにあった背の高い木に飛び移る。

　まさかスカートを穿はいた状態で木登りのようなことをする日が来るとは、思いも寄らなかった。




（……たぶん、これ、下から覗のぞかれたらパンツ丸見えね）




　エリザは冷静にそんな分析をしながらも木を伝って、二階の窓を通り抜ける。

　チャンス到来。

　タイミングが良かったのは二階の廊ろう下かは、見渡す限り人ひと気けのない状態であった。

　エリザは素早く、そして忍び足で、アベルの住んでいる二三八号室に向かっていく。




「えーっと……。たしかこの辺よね……？」




　ドキドキと心臓が高鳴っている。

　もしもこの光景を誰かに見られようものなら、妙な噂うわさを立てられることは必至である。




「あっ。この部屋じゃないかしら……！」




　ノックをしようか、と思ったが、微妙に扉が閉まり切っていないことに気付く。

　いけないことだけど、ちょっと覗いてみよう。

　軽い気持ちで覗いてみると、そこで待っていたのは、エリザにとって衝撃的な光景であった。




「アベル様……。本日の外出はいかがだったでしょうか」

「ん。まあ、それなりに有意義な時間を過ごすことはできたと思うぞ」




　部屋の中でアベルと話していた女性は、エリザにとって見知った人物であった。

　男子生徒たちが教室の中でよく噂にしているのを耳にすることがある。

　彼女の名前はリリス。

　同性のエリザが見み惚とれてしまうような、スラリと長い手足と白雪のように美しい銀色の髪の毛を持った絶世の美女である。

　今となってはアースリア魔術学園において、リリスの名前を知らない学生はいないだろう。

　学園に赴ふ任にんして間もないうちから、無数の男子たちのハートを射い止とめてきたリリスは、すっかりと学園の有名人になっていた。




「ところで、今夜はこの部屋に泊まっていってもよろしいでしょうか？」

「バカを言うな。寮の中では細心の注意を払って行動をしろと言っているだろう」

「そうですか。では、せめて……」




　次にリリスの取った行動は、エリザの度ど肝ぎもを抜くものであった。

　何を思ったのかリリスは唐突にアベルの手を取って、唇を重ね合わせたのである。




「えっ。ええええええええええええっ!?」




　普段のクールな雰ふん囲い気きがウソのよう――。

　アベルと口付けを交わしたリリスは、人が変わったかのように情熱的な様子であった。




「あわわわっ。わっ。わっ。わっ……」




　あまりの衝撃的な光景に開いた口が塞ふさがらない。

　口から魂が抜けるかのような衝撃を受けたエリザは、グルグルと両目を回して、そのまま地面の上に尻しり餅もちをつくのだった。







おまけ短編　最強魔術師、カラオケに行く







　俺こと、アベルは二〇〇年前から転生してきた魔術師である。

　以前に暮らしていた世界では、俺の琥こ珀はく色の目は差別の象徴だった。

　そんな時代に辟へき易えきとした俺は、理想の世界を求めて二〇〇年先の未来に転生した。

　さて。転生後の生活は、概おおむね、平和だ。

　ひょんなことから国内有数の魔術校、アースリア魔術学園に通うことになった俺は、今日も今日とて代わり映えのない日常を送っている。




「ねえ、アベル。ちょっといいかしら」




　とある日のこと。

　授業が終わり、いざ帰ろうと片付けをしている時、真っ赤な髪に燃えるような灼しやく眼がんの女が声をかけてきた。

　この女の名前はエリザという。

　偉大なる四賢人の一人、火の勇者マリアの子孫であるエリザは、入学試験以来、俺とは何かと因いん縁ねん深い関係にあった。




「どうした。俺に何か用か？」

「よ、用事っていうほど大それたものではないのだけど……。これ、知り合いからもらったんだけど、良かったらどうかなって」




　そう言ってエリザが差し出してきたのは、綺き麗れいに四つ折りにされた一枚の広告チラシであった。




　カラオケ広場　セイレーン

　開店セール　学生限定☆半額クーポン




　広告チラシの下の方には、手で切り取れるように細さい工くされた割引券のようなものが付いていた。

　ふうむ。

　セイレーンか。久しぶりに嫌な名前を聞いてしまったな。

　人間の女の上半身と魚の下半身を持ったセイレーンは、人間を魅了させる『歌声』を武器とする魔獣だった。

　セイレーンは歌声に惹ひかれて近づいてきた男たちの精気を吸い取り、糧かてとしてしまうのである。

　俺の記憶する限り、セイレーンの討とう伐ばつほど困難な仕事はなかったな。

　彼女たちは人間と同程度の頭脳を持ち、自分たちより力を持った魔術師の前には姿を見せようとしないのである。

　結果、討伐任務は遅れに遅れて、男の働き手を失った漁村が続出することになってしまった。

　俺にとっては思い出したくない苦い経験の一つである。




「……もしかしてアベル。カラオケを知らなかったりするの？」

「いや。昔、本で読んだことがある。そういうものがあるということは知っているぞ」




　そう。無論、知識としては知っているつもりだ。

　カラオケというのはたしか、ここ一〇年くらい前に出てきた比較的新しい文化だ。

　流は行やりの歌の伴奏に合わせて、客たちがそれぞれ自由に歌を歌うサービス、というものだったはずだ。

　おそらく『歌』にちなんでセイレーンの名前が付けられているのだろうが、多くの被害を出した最悪の魔獣を店名に使用するのは、俺にとっては受け入れがたいネーミングセンスである。




「そう。なら良かったわ。このクーポン、期限が今週末までみたいなの。余らせてしまうのも勿もつ体たいないし、アベルが来てくれると嬉しいのだけど」




　モジモジと指を絡ませながらもエリザは言った。

　さてさて。どうしたものか。

　個人的には興味が湧かないこともない。

　未来に存在する未知の文化に触れることが、過去から転生してきた俺の楽しみとなっている部分はあるからな。

　しかし、困ったことが一つある。




「俺はあまり歌を知らないのだが」




　この世界では様々な音楽家たちが楽曲を発表しているらしい。

　だが、生あい憎にくと俺は流行りの音楽というものには疎うといのだ。

　おそらく俺は、カラオケというサービスを楽しむための素養が欠けているに違いない。

　集団の中に俺のような人間が混ざっていては、場が白けてしまうというものである。




「それなら大丈夫！　きっと雰ふん囲い気きだけでも楽しいはずだから！」




　まったく強引な女だ。

　だが、せっかくエリザがこれほど熱心に誘ってくれているのである。

　今回は彼女の言葉に甘えて、カラオケとかいう娯ご楽らくに参加させてもらうことにしよう。




　～～～～～～～～～～～～




　アースリア魔術学園から程近くに、帰宅途中の学生たちが立ち寄ることの多い、小さな繁はん華か街がいがある。

　王都の中でもここ西区画は、多くの学園、研究施設が立ち並んでいるエリアであって、学生向けの商売やサービスが充実していた。




【カラオケ広場　セイレーン】




　今回訪れるカラオケ店もその一つらしく、店の前の大通りは多くの学生たちでごった返していた。




「う～ん。それにしてもカラオケ、楽しみッスね！　師し匠しよう！」




　でだ。腑ふに落ちないのはこの男である。




「なあ。どうしてコイツがいるんだ？」

「そ、そんなことはアタシが聞きたいわよ！」




　待ち合わせの場所に到着すると、見覚えのある焦げた金色の髪の毛を持った男がそこにいた。

　コイツの名前はテッド。

　幼少の頃より、何故か俺の後を付き纏まとってくる妙な奴である。




「ふふふ、師匠のいるところに弟子あり！　オレは何ど処こにでも出没するッスよ！」




　何故か勝ち誇ったかのような表情でテッドは言う。

　やれやれ。仕方のないやつだな。

　だが、テッドに付き纏われるのは今に始まったことではないからな。

　更に言うと、こういった催もよおし事は、人数が多い方が楽しめる側面もある。

　だからというわけではないのだが、今日のところは大目に見ておくことにするか。




「えっと。申し訳ありません。テッド君に、どこに行くのかと聞かれて、ついつい答えてしまいまして……」




　なるほど。

　そういう事情があったのか。

　俺たちの疑問に対して丁寧に受け答えをしてくれたのは黒髪の少女、ユカリである。

　このユカリという少女は、以前のハウントの授業で同じチームを組んで以来、何かと俺たちと接する機会が増えていた。




「まあ、良いわ。人数も揃そろったことだし、さっそく店に入りましょう」




　エリザの一声によって俺たち四人は店の中に進んでいく。

　新しくオープンしたばかりということもあり、店の中はサッパリとした清潔感に満ちていた。

　どうやらエリザとユカリは、以前にも別の店で、このカラオケというサービスを受けたことがあるらしい。




　学割、フリータイム、ドリンクバー付き。




　等々、二人は聞き覚えのない単語を使って、簡易的な受付を済ませているようであった。




「部屋のカギをもらいましたよ～。三階になりました」




　受付からカギを受け取ったユカリが俺たちの元に戻ってくる。

　なるほど。

　カラオケで遊ぶためには、ここから更に移動が必要らしい。

　俺たちはアパートのように無数の部屋が作られた通路を進んで、目的の個室を探しにいく。




「ぬおおお！　これが噂うわさのカラオケルームなんスね！　感激ッス！」




　部屋の中のソファにドッカリと座ったテッドは、さっそくテンションを上げているようであった。

　ふむ。歌うことを目的として作った部屋ということだけあって、かなり扉を厚く作っているのだな。

　これなら隣の部屋のことを気にせず、存分に音楽を楽しむことができるだろう。




「おや。この魔道具レガリアは……」




　暫しばらく部屋の様子を窺うかがっていた俺は、そこで一つの違和感を覚える。

　この魔道具にインプットされている魔術構文、どこかで見覚えがあると思ったら……。

　随ずい分ぶんと懐かしいものを使用しているのだな。

　この構文は二〇〇年前に俺が作り出した《音声記憶》の魔術と全まつたく同一のものである。




「どうしたの。アベル」

「……何でもない。少し昔のことを思い出していてな」




　元来この音声記憶の魔術は、敵地に潜伏している諜ちよう報ほう員いんの要望で作り出したものである。

　魔術の開発は当時、極貧の生活をしていた俺にとっては欠かすことのできないものであった。

　だが、今にして思い返すと愚かな行為をしていたのだと思う。

　俺の生み出した魔術は、戦争に利用されて、多くの人間を巻き込んでしまう結果となっていた。

　だからこそ、戦争とは無関係なところで、自分の生み出した魔術が使用されているのを知って、少しだけ心が救われたような気がした。




「じゃあ、誰から歌いますか？」

「はいはーい！　オレから歌うッス！」




　元気よく手を上げるテッド。声がでかい。

　ユカリから曲の入れ方を教わったテッドは、拡音機を手に持ち、前に出る。

　音声記憶の魔術構文がインプットされた魔道具から曲が流れてくる。

　よく街中で流れている今風の曲だ。

　ふうむ。テッドの奴はこういう歌を何ど処こで勉強しているのだろうか。

　しかし、なんというか、テッドの歌は……まあ、楽しそうだが、リズムはバラバラで合ってなかった。

　元気よく歌っている、という感じだろう。




「はい。次はアベルくんの番ですよ。どうぞ」




　そう言ってユカリは俺に対して、厚みのある本を手渡してくれた。

　聞くところによると、この本で自分が歌いたい曲を調べて、機材に番号を入れることで曲が登録される仕組みになっているのだとか。




「俺は歌わないから、順番は飛ばしてくれて構わない」

「歌わないんですか？」

「ああ。生あい憎にくと最近の音楽には疎うとくてな。今回は皆の歌を聴いていようと思う」




　などと会話している内に、テッドの曲が終わる。




「……ドングリ。貴方あなた、歌が下へ手たなのね」

「いいんスよ、楽しんで歌えば！」

「まあ、それはそうだけどね」




　エリザは拡音機を持つ。

　それに合わせて曲が流れ始めた。

　エリザが選んだ曲は、アップテンポなラブソングだ。

　力強く芯のある歌声は、エリザらしい。所々ぶっきらぼうな感じも、性格が表れているようだった。

　続いてユカリ。

　少し意外だったのは、ユカリの歌声がこれまでの三人の中で一番綺き麗れいだったことである。

　バラード調の曲で、リズムもテンポも見事にあっている。

　もう少し声を張れたら完かん璧ぺきなんだろう。

　それぞれ、個性の豊かな歌で自分らしく歌っている。




「やっぱり師し匠しようも何か歌いましょうよ！」

「そうよ。アベルも歌いましょう！」




　おそらく、このカラオケというサービスには、利用者の気持ちを昂たかぶらせる効果があるのだろうな。

　何曲か持ち前の歌声を披露したテッド＆エリザが妙なハイテンションで絡んできた。




「さっきも言っただろう。俺は歌をあまり知らないと」

「あまり、ってことは何か一曲くらい知っているんでしょ？」




　エリザが鋭く突っ込んでくる。

　たしかに、一曲くらいは知っている。

　ランゴバルト領にいる頃、リリスと一緒に行っていた飲食店で、頻ひん繁ぱんにかかっていた曲だ。




「……分かった。だが、本当にこの曲しか知らないからな」




　テーブルに置かれた厚い本を捲り、目的の曲を探す。

　ふむふむ。

　たしかタイトルは、この曲だったな。

　ダイヤルを回して、番号を入力する。

　暫くすると、音声記憶の魔術がインプットされた魔道具から聞き覚えのあるメロディが流れ始めた。

　緩ゆるやかながらも心躍るような、ワルツのような曲だ。

　本来は女性が歌う曲なので、男の俺が歌うにはキーが高すぎる部分もあるのだが、そこはまあ、お遊びなので気にしないで歌うことにしよう。




「「「…………」」」




　んん？　これは一体どういうことだろう。

　俺が歌声を披露すると部屋に集まった三人が下を向いて、途端にテンションを落としていた。

　参ったな。

　もしかしたら俺は何か重大なミスを犯してしまったのだろうか。

　なにぶん、カラオケという文化に触れるのは生まれて初めてだったので、配はい慮りよが足りない部分があったのかもしれない。




「し、師匠！　なんスか！　その歌は！　なんなんスかー!?」




　意味が分からない。

　唐とう突とつに席から立ちあがったテッドは、どういうわけかポロポロと大粒の涙を流していた。

　他の二人も同様である。

　さすがにテッドほど顕けん著ちよな反応はなかったが、エリザ＆ユカリに関しても目を潤ませているようであった。




「驚きました。アベル君、お歌が上じよう手ずだったのですね」

「うう……。どうしてだろ。アベルの歌を聞いていると涙が止まらないの……」




　そう言えば昔、共に旅をしていた吟ぎん遊ゆう詩し人じんの男に聞いたことがある。

　歌声というのは不思議なもので、その人間の辿たどってきた人生観のようなものが反映されることがあるらしい。

　おそらく、これはアレだな。

　これまで俺が経験してきた数々の苦悩が、他人の感情を揺さぶる役割を果たしているのだろう。




「アベル！　これ！　この曲、歌って！　アベルの歌声にはピッタリとハマっていると思うわ！」

「いやいや、師匠にはこの曲を歌ってもらいましょう！　師匠の歌声にはこの曲が一番ッス！」




　テッドとエリザが俺に歌わせたい歌で言い争いを始めた。

　はあ。何度説明をすれば分かってくれるのだろう。

　俺が知っているのは、この一曲だけだと先程から言っていたつもりなのだけどな。




　～～～～～～～～～～～～




　日が沈み始めて、街灯が先を照らす帰り道。

　よほど今日のことが楽しかったのだろうか。

　俺のすぐ前を歩く三人の足取りは、羽が生えたかのように軽やかなものになっていた。




「今日は凄すごく盛り上がりましたね！　また今度、絶対にこの四人でカラオケに行きましょう」

「イイッズネ！　次バ師匠ガ歌ヴェル曲ヲ増ヤジマジョウ！」




　ちなみにテッドは歌いすぎて喉のどが潰れたらしく、とんでもないハスキーボイスに成り果てている。




「そうね。アベルのあの綺き麗れいな歌声、また聴きたいし」




　振り返ったエリザと目が合う。

　やれやれ。本来、俺は一人で過ごすのが好きなのだけどな。

　読書に魔術の研究。英知を蓄たくわえるのには一人でいるのが最も効率はいい。

　だが、ユカリの言う通り、こうやって友人たちと過ごす時間は、俺にとっても不思議と嫌なものではなかった。




「そうだな。また今度、皆で行くのも悪くはないだろう」




　この時代を生きる人間たちは、二〇〇年前の時代を生きる者たちと比べて、魔術のレベルという意味では劣っているかもしれない。

　けれども、決して人間として劣っているとは思わない。

　だからというわけではないが、たまには息抜きとして効率の悪い時間を過ごしても良いのかもしれないな。

　気の知れた学友たちとの帰り道、俺はそんなことを考えるのだった。







おまけ短編２　リリスと雨の空







　その少女は、栗り鼠すのように体を丸めて、泣いていた。

　少女を連れて歩く男は困惑する。

　何故、少女が泣き始めたのか。心当たりがなかったからだ。

　震える唇で少女は呟つぶやく。




『雨が怖い』




　その言葉を聞き、男は納得した。

　この少女は、先日、父を亡くした。いや、殺されたのだ。

　今日のような大雨の日に、少女の父である魔王は討とう伐ばつされた。




　男は、魔王の娘である彼女を人里から遠い地に連れていく最中だった。




　かの悪逆なる魔王の娘なら殺すべきだと唱える声が多かった。

　だが、男は反対した。

　仲間たちを説得して、どうにか娘を殺さずに済ませたのだ。

　そんな少女は、男に少しだけ心を開いていた。

　だからこそ、男を頼って泣いているのだろう。

　男は思考を巡らせた。そして、思い立ち、少女に小さく言葉を告げた。




『雨が怖いのか。なら』




　少女にとって、それは魔法の言葉そのものだった。




　～～～～～～～～～～～～




　よく晴れた休日のことであった。
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「師匠ー！　師匠ー！　お祭り行きましょうよ！」




　突如として部屋に飛び込んできたのは、俺のことを師匠と慕したう焦げた飴あめ色の金髪の学生だ。こいつの名前はテッド。

　昔から俺に纏まとわりついてくる顔かお馴な染じみだ。

　せっかくの休日である。

　俺は自分の寮に籠こもって、買い溜めた本を読み切りたかったのだ。

　だが、テッドが口にした言葉の一つに俺は興味を惹ひかれた。




「祭り？　そんなものがあるのか」

「ええ！　二〇〇年の伝統を誇る大祭！　剣天祭ッスよー！」




　テッドの言葉に俺は苦笑してしまう。




「本当にそんな伝統のある祭りなのか？」




　訝いぶかしげに俺は尋ねた。

　何故なら、二〇〇年前にそんな祭りはなかったからだ。

　どうしてなかったと断言できるか？

　それは俺こと、アベルが二〇〇年前から転生してきた魔術師だからである。

　俺を含む勇者パーティーは二〇〇年前、魔王を討伐した。

　その後、訳あって俺はパーティーを抜け、この世界に転生してきたのだ。

　故に二〇〇年前のことは、他の誰よりも知っている自負がある。

　しかし、テッドは自信満々に鼻息を荒くしていた。




「はい！　超伝統があるお祭りなんッスよ！　何を隠そう、この剣天祭は、伝説の勇者パーティーが魔王を討伐した日を祝うお祭りなんスからね！」




　なるほど。

　そういった事情があるのならば、たしかに俺が知らなくても不自然ではないな。

　俺は魔王を討伐してから一年もしないうちに、この二〇〇年後の世界に転生したのだ。

　この祭りが普及した時期が、その直後のことであれば、二〇〇年の伝統があるという謳うたい文句にも納得がいくものがある。




「だから今日も国民の休日なんスよ！　超祝日ッス！」




　そうか。二〇〇年（と少し。厳密にはこっちで二年ほど過ごしている）前の今日が、俺たちが魔王を倒した日なのか。

　まあ、年に一度のイベントらしいしな。

　この世界の祭りがどういうものなのか見てみたいような気もする。




「分かった。案内しろ」




　そうこなくっちゃ、とテッドが俺を先導し歩き始める。

　やれ出店がどうだの、やれ伝統的な踊りがあるだのと説明が飛んでくる。

　軽く聞き流しながら歩いていると、馴な染じみの顔が見えてきた。

　白銀の長い髪を持つ美人教師がちょこんと立っている。




「アベル様。外出ですか？」

「ああ。ちょっと祭りを見てくる」




　この女教師の名前はリリス。

　説明すれば長くなるのだが、二〇〇年前からの知り合いだ。

　リリスは魔族であり、人間とは異なった歳としの取り方をする。

　その為、外見は二十代そこらの人間の女と大差がない。

　この女は、二〇〇年前の時代に助けられたことを恩義に思っているようで、この世界で俺が快適に生きていくための様々なサポートをしてくれている。




「リリスさん！　今日はお休みじゃないんスか？」

「ええ。祝日だからといって全員で休むことはできませんからね。はい、これ。二人とも外出届けを提出して下さいね」




　リリスが苦笑いでテッドに返す。




「それは残念ッス……。リリスさんも一緒にお祭りに行きたかったのに」

「そうですね。残念ですけど、二人で楽しんできてください」

「了解ッス！」




　テッドはスピード重視の乱雑な文字で外出届を書き上げて、俺よりも先に学園の外に出た。

　やれやれ。相変わらずに気の早い男である。




「あの、アベル様」

「ん？　なんだ」

「……いえ、なんでもありません。お祭り、楽しんできてくださいね」




　リリスがニコッと微笑ほほえんだ。




「ああ。そうさせてもらうよ」




　校門を出て、暫しばらく歩いたところで何気なく振り返る。

　俺の視線に気付いたリリスは、普段と変わらない柔らかい笑みを浮かべて、手を振っていた。




　～～～～～～～～～～～～




　焼きそば、リンゴ飴あめ、綿菓子、ソーセージ、串焼き。

　テッドは何ど処こかの赤い髪の女ばりに食べ歩きを続けていた。

　俺も最初は付き合って食っていたが、途中で満腹感に襲われて、胃が受け付けなくなってきた。

　テッドの奴、よくこんなに食えるよな。

　コイツの場合、食べた分が身長に反映されず、横幅ばかりが大きくなっているのが残念なところである。




　ポツポツ。ポツポツポツ。




　不意に小雨が降ってきた。

　祭りに興じる人々にとっては気にならない程度の小雨だが、夜には大雨になりそうな気配である。




「テッド。夜には雨が降る。少し早めに切り上げるぞ」

「えええ！　師し匠しよう！　あっちに焼き鳥が！　ビッグサイズだそうッス！　あれを食べずには帰れませんよ！！」

「分かった。これが最後だぞ。俺はここで待っているから買ってこい」

「了解ッス！　師匠の分も買ってきますねー！」

「いらん」




　遠えん慮りよなさらずに！　と声を上げて走り去って行ったテッド。

　やれやれ。テッドの奴、祭りに浮かれやがって。




　ガキンッ！




　異変が起きたのは、俺がそんなことを考えていた直後のことだった。

　突如として、刃物同士がぶつかる音は響いて、斜め向かいの広場がわっと騒がしくなった。悲鳴？　いや、歓声か。

　少し遠いが、そこでは演劇をやっているようだ。

　銀の甲かつ冑ちゆうを纏まとった四人の勇者が剣を振るう。巨大な暗幕のような翼を広げた敵と熾し烈れつな争いを繰り広げている。

　魔王討とう伐ばつを果たした伝説の四勇者。そう銘めい打うたれた演劇。

　俺も、あのパーティーにいた。歴史には名が残らない、五人目として。

　厳密には、魔王討伐の後、歴史から削さく除じよされたのだ。

　それくらい、琥こ珀はく色の眼というのは、差別の対象として疎うとんじられていたのだ。

　リリスは、魔王の娘だった。

　いくら魔王の娘であっても、まだ年端もいかない女を殺すことはできない。

　俺は反論した。

　どうにかリリスを殺さないで済む方法を考え、彼女を人目に付かない遠くの地へと連れていった。




「……そういえば、あの日も雨が降っていたな」




　忘れかけていた日の記憶が鮮明に脳のう裏りを過よぎる。

　幼き日のリリスが、雨に怯おびえていたあの日のこと。

　演劇が拍手と共に終わる。

　劇中の魔王が討伐され、世界に平和が訪れたそうだ。

　俺の中で、出掛けのリリスの顔が浮かんだ。




　人間にとっての魔王討伐を祝う楽しい祭りは、リリスにとって、全まつたく別のものとして映っているのではないだろうか？




　思った以上のペースで雨脚が強くなっている。

　俺は少し予定を繰り上げて、学園に戻ることにした。




　～～～～～～～～～～～～




　アースリア魔術学園は広大な敷地を持つ。

　入り口からほど近くには、本館と呼ばれる、学生が授業で使う城のような建物が聳そびえ立つ。

　その周囲に、別館と呼ばれる教員だけが使う大小様々な建物が幾つもある。

　ふう。

　どうやら間に合ったみたいだな。

　俺が学園に到着したのは、リリスのデスクワークが終わったのと同じタイミングだったようである。

　やはりな。

　朝は晴れていたので、傘を用意していなかったのだろう。

　リリスは別館の前に立ち、雨脚が弱まるのを待っているようであった。




「アベル、様？」




　俺の姿を確認したリリスは、僅わずかに驚いたような表情を見せていた。




「お祭りの方はよろしかったのですか」

「生あい憎にくと少し気になることがあってな。途中で切り上げることにした」




　俺は事前に用意していた傘を手渡した。




「もしかして、わざわざワタシに傘を届けに？」

「ああ。またお前が泣いているんじゃないかと思ってな」




　二〇〇年前。魔王討伐が果たされた直後、魔王に娘がいることが発覚した。

　雨の中、瓦が礫れきに埋もれるようにして隠れていた魔王の娘が見つかり、すぐに殺すべきだと声が上がった。

　俺はその娘を庇かばい、仲間たちを説得した。

　その後、俺は人目に付かない異郷の地に彼女を連れていくことになる。

　旅は一ヶ月にも満たなかったが、途中で一度、大雨に遭そう遇ぐうした。

　その時、リリスは涙を浮かべて震えていた。

　魔王であった父が殺された日も雨だった。

　だからこそリリスは、『雨の空』を見る度たびに、辛つらかった日の記憶を思い起こすのだろう。




「お言葉ですが、アベル様。ワタシは子供ではありませんよ。雨なんてもう……」




　澄ました顔で答えるリリスであったが、その瞳の奥には僅かに動どう揺ようの色が浮かんでいるようであった。

　その一瞬を俺は見逃さない。




「ふふふ。やはりアベル様にはお見通しなのですね。ウソを吐きました。本当は少し怖いです。あの日のことは今でも昨日のように思い出しますから」




　そうだろうな。記憶というものは厄やつ介かいなもので、忘れたいものほど消すことができないものなのだ。

　人間達に攻め入られて、一夜にして全てを失った日のことは、リリスにとって絶対に消すことができないトラウマとして今も残り続けているのだろう。




「雨が怖いか。なら、あんな雨は搔かき消してしまおう」




　思い返してみれば、『あの日』の俺たちもこんなやり取りをしていたのだったな。

　雲というのは、大気中に浮かぶ水滴の塊かたまりに過ぎない。

　一見すると手の届かない存在にも思えるが、魔術を使用すれば十分に干かん渉しようすることが可能である。




「火炎葬槍グングニル」




　手を翳かざして、魔術を放つ。

　光る竜のような軌道を描いて飛翔した炎の槍は、分厚い雨雲に突き刺さる。




　一いつ閃せん、破裂音。




　分厚い雨雲は爆風によって吹き飛んだ。

　ポッカリと開いた穴からは、周囲を淡い黄金色に染める夕焼けの光が降り注ぐ。

　昼と夜が移り変わる時刻。

　逢おう魔まが時ときの夕空は、何者も寄せ付けないような神秘的な雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。




「どうした。早く行くぞ」




　リリスは目を見開いて、その光を眺めていた。

　あの日、そうした時と同じように。




「はい。アベル様」




　あの日と変わらない空の下を二人で歩く。

　隣を歩くリリスは、二〇〇年前と変わらない笑顔を浮かべていた。













　　　あ と が き







　柑かん橘きつゆすらです。

　おかげさまで２巻を出すことができました。

　今巻のコンセプトは『転生魔術師の学園生活』となっております。

　作者が考える『こんな学園生活を送りたかった』というシチュエーションをこれでもかと詰め込んでみました。

　ちなみに作中では『カラオケ』『ゲームセンター』といった比較的現代に近い文化も混ぜ込んでいます。なので、この場を借りて『作中の時代背景はどうなっているの？』という疑問に答えておきます。

　この作品の文化水準は、現代で言うところの１９００年代の前半くらいを想定して作られております。私は文化が混こん濁だくとした『大正時代』を扱った作品が好きなので、その辺の影響が出ているのかもしれません。

　ライトノベルのファンタジーというと最近では、『中世ヨーロッパ』をベースにしたものが主流となっていますが、この作品では新旧の文化が入り混じった世界を書いていきたいと考えています。




　以下、宣伝タイム。




『劣等眼の転生魔術師』のコミカライズ連載がスタートしました。

　ニコニコ漫画『水曜日はまったりダッシュエックスコミック』にて好評連載中となっています。

　ネームを担当して下さったのは、『最強の種族が人間だった件』のコミカライズでも一緒に仕事をしている猫ねこ箱はこようたろ先生。作画を担当して下さったのは『まおゆう魔王勇者』『ミニスカ宇宙海賊』といった数々の有名作品を手掛けられた峠とうげ比ひ呂ろ先生です。

　実を言うと、このあとがきを書いている段階では、私もまだ完成原稿を見ていないので、今から超楽しみにしております。




　それでは。

　次巻で再び皆様と出会えることを祈りつつ――。


柑橘ゆすら
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illustration

ミユキルリア


２巻表紙はリリスとアベルでした！

このまま順当に行くと３巻はアベルとテッドになってしまうのでは…？

…と、楽しみでもあり心配でもある今日この頃です。（要らぬ心配）
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